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表紙‥‥地元企業で働くアナタ。伝統を紡ぐアナタ。夢に向かって歩むアナタ。夢叶えてイキイキ働くアナタ･････半田で笑顔で輝いている方をご紹介します。

LINE  ARROW　新美晃太郎 さん
昨年の夏、ブランド『LINE ARROW』を立ち上げ、シルバーを素材とした精巧なアクセサリーを創作。３月より愛車のバイクと共にアクセサリー作家
として日本各地を駆け巡る。技術者からアクセサリー作家へと転身したきっかけとなった一つが起業家支援を行うコココリン（半田市創造・連携・実
践センター）の存在であり、出発の地とも言えるコココリンを撮影場所として今回は表紙を飾っていただいた。

　就職活動で鉄鋼、ガラス、半導体など材料に関わる企業を視野に
入れ、川崎製鉄㈱（現JFEスチール㈱）に会社訪問した際、イキイキと
働く社員の姿が印象深く、同社を志望した。製造拠点の東日本製鉄
所千葉地区からスタートした社会人生活は、京浜地区を経て現在の
知多製造所に至る。溶鋼がいくつもの工程を経て、最終製品である
鋼材になっていく流れに沿うように、自身も歩を進めてきた。
　「溶鋼を高温で精錬してから固める鉄鋼生産プロセスの「上工程」
の部署に配属された際、現場の操業条件を変えながら製品開発や品
質改善のための実験を繰り返してきました。仮説を立てて検証を重ね
る作業では、計算通りに行かない、理論通りの成果が得られないなど
想定外の現象が起こります。没頭するタイプの私は、現場データを確
認したり過去の文献を読み込んだりし、時には新しい発見にも出会い
ながら、夢中になって仕事に向き合っていました」
　実験結果によっては、共に実験を行うオペレーターや会社に大きな
負担をかけてしまうため、責任は常に付きまとった。反面、自由に色々
なことに挑戦する権限を与えられたことに感謝している。その責任と権
限の重さに押し潰されそうになった時も、『任せていただいている』とい
う思いのもと、エンジニアとしての使命を果たしてきた。入社間もない
社員にも、自ら考え実践することを後押しする上司や先輩に導かれ、
躊躇せずに新しい一歩を踏み出す機会に恵まれた。イキイキと働く姿
は、かつて会社訪問で見かけた先輩社員を彷彿とさせ、挑戦を推奨す
る社風が育んできた伝統でもあるようだ。
　「入社３年目の頃、新たに操業を開始したプロセスの操業担当チー
ムの一員になりました。メンバーが協力して、これまでにない全く新しい
製造プロセスを構築し、生産性向上、コスト低減、品質改善などを図
り、『大河内賞』を受賞しました。このチームに参画出来たことで、改め
て『責任と権限』の重要性を実感しました。思い出深い仕事の一つです」
　製造技術開発分野の卓越した業績を顕彰する『大河内賞』の受
賞は、大きな励みとなり、仕事に真正面から向き合うための大きな一
歩となった。同時に、現場を的確に見ることの大切さも学んだ。入社
直後、所内に掲示されていた『真実は現場にあり』という言葉が腑に

落ちたという。現場とは、販売担当者であればお客様との対話の場、
研究開発部であれば研究室など、実際に物事が起きている場所を指
す。そうした現場で多くの人と連携しながら仕事を進めることが、やりが
いの創出や成果の獲得に繋がると語る。多くの人の協力を得るため
には『誠実』であることが不可欠であり、当時の経験や学びは、仕事
に対する基本的な考え方として今も生きている。当日の取材に同席し
た社員からも「所長は私たちの名前を当たり前にご存知で、何でも自
分事として捉えられていて、“ここはどうなっているの”と寄り添ってくれ
ます」と、社員との連携や誠実な姿勢が語られた。
　「2012年、知多製造所に企画室長として赴任しました。それまで製
造部門一筋だった私にとって、全体戦略を立案し推進するポジション
や、鋼管（パイプ）の製造という分野は初めてでした。着任直後は明確
な抱負を持っていたわけではありませんでしたが、俯瞰的に製造所全
体を見ることが出来る立場にあったため、1年ほど経つ頃には知多製
造所の課題が見えてきました。例えば、当所の『強み』を活かしながら、
あるべき姿の実現を目指し、製造部長時代には施策を進めてきまし
た。現在、当所で働く従業員は約２,７００名で、当社の他地区と比較
すると小規模な組織であり、製品の取り扱い量も社全体で占める割
合のなかでは高くありません。一方で、スリムな組織であるため連携が
取りやすく、迅速に意思決定・行動ができます。また、パイプ製造に特
化している点は、全社的に見ればエッジ（端）に位置する特徴です。新
しいことに挑戦するには、所帯が小さくエッジにある方が取り組みやす
く、これらは当所の強みです。会社は責任を果たせば、挑戦するための
権限も与えてくれます。私自身、このような環境の中で大きなやりがい
を感じていますし、メンバーにも働きがいや、やりがいを感じてもらえれ
ばと思っています」
　メンバーとの関わりにおいては、適度な距離感を保ちながら支援の
手を差し伸べる。「器用なタイプではないため取り繕うことができず、時
には生まれ育った京都弁が出てしまうなど、いつも自然体です」と柔ら
かく語る。心は柔和に、仕事に対しては自らに厳しく向き合い、『責任
と権限』そして『誠実』を貫く姿勢は、自身の生き方そのものである。

JFEスチール株式会社 知多製造所
常務執行役員　知多製造所長　

森岡 宏泰 氏
責任と権限と誠実

　中学時代から山登りを始め、日本百名山踏破を目指して日本各地の山に
登ってきた。現在は単独、あるいは家族と共に日帰りや山小屋泊で楽しんで
いる。登頂までには大変な思いをすることも多いが、山頂からの景色はそれ
らの苦労を忘れさせてくれるという。北アルプスの最高峰『奥穂岳』にも登
り、「やはり山はいい」と語る。旅行も趣味で、時間を見つけては一人旅や家
族旅行を楽しんでいる。新たな発見や異文化に触れることで刺激を受けて
いる。何もせずに過ごすことが苦手な性格で、ちょっとした時間があれば『数
独』に挑戦している。仮説を立てて検証することが好きであり、解けた時の
達成感は格別だという。
　知多製造所に勤務してから単身生活を続けている。最近は家族が半田
を訪れる機会も増え、スイーツ巡りやサイクリング、近隣の名所巡りなどをとも
に楽しんでいる。単身生活も14年経過すると慣れてきたが、炊事は依然とし
て苦手で、外食や妻の作り置きに頼っているという。単身生活で一人の時
間が増えたことで読書の機会も増え、それもまた充実した時間となっている。

シリーズひと

◉日光白根山　（２０２５年９月） ◉明治村　（２０２６年2月）

プロフィール：1968年京都府生まれ。半田市在住。９３年東京大学大学院工学
部材料学科修了。同年川崎製鉄㈱入社、東日本製鉄所（千葉地区）製鋼部配属。
２００４年東日本製鉄所工程部計画室、０９年東日本製鉄所（京浜地区）製鋼部製
鋼工場長、１２年知多製造所企画部企画室長、１５年知多製造所製造部長、１８年
本社鋼管企画部、１９年知多製造所企画部長、２４年現職。半田商工会議所常議員。
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表紙‥‥地元企業で働くアナタ。伝統を紡ぐアナタ。夢に向かって歩むアナタ。夢叶えてイキイキ働くアナタ･････半田で笑顔で輝いている方をご紹介します。

LINE  ARROW　新美晃太郎 さん
昨年の夏、ブランド『LINE ARROW』を立ち上げ、シルバーを素材とした精巧なアクセサリーを創作。３月より愛車のバイクと共にアクセサリー作家
として日本各地を駆け巡る。技術者からアクセサリー作家へと転身した切っ掛けとなった一つが起業家支援を行うコココリン（半田市創造・連携・実
践センター）の存在であり、出発の地とも言えるコココリンを撮影場所として今回は表紙を飾っていただいた。

　就職活動で鉄鋼、ガラス、半導体など材料に関わる企業を視野に
入れ、川崎製鉄㈱（現JFEスチール㈱）に会社訪問した際、イキイキと
働く社員の姿が印象深く、同社を志望した。製造拠点の東日本製鉄
所千葉地区からスタートした社会人生活は、京浜地区を経て現在の
知多製造所に至る。溶鋼がいくつもの工程を経て、最終製品である
鋼材になっていく流れに沿うように、自身も歩を進めてきた。
　「溶鋼を高温で精錬してから固める鉄鋼生産プロセスの「上工程」
の部署に配属された際、現場の操業条件を変えながら製品開発や品
質改善のための実験を繰り返してきました。仮説を立てて検証を重ね
る作業では、計算通りに行かない、理論通りの成果が得られないなど
想定外の現象が起こります。没頭するタイプの私は、現場データを確
認したり過去の文献を読み込んだりし、時には新しい発見にも出会い
ながら、夢中になって仕事に向き合っていました」
　実験結果によっては、共に実験を行うオペレーターや会社に大きな
負担をかけてしまうため、責任は常に付きまとった。反面、自由に色々
なことに挑戦する権限を与えられたことに感謝している。その責任と権
限の重さに押し潰されそうになった時も、『任せていただいている』とい
う思いのもと、エンジニアとしての使命を果たしてきた。入社間もない
社員にも、自ら考え実践することを後押しする上司や先輩に導かれ、
躊躇せずに新しい一歩を踏み出す機会に恵まれた。イキイキと働く姿
は、かつて会社訪問で見かけた先輩社員を彷彿とさせ、挑戦を推奨す
る社風が育んできた伝統でもあるようだ。
　「入社３年目の頃、新たに操業を開始したプロセスの操業担当チー
ムの一員になりました。メンバーが協力して、これまでにない全く新しい
製造プロセスを構築し、生産性向上、コスト低減、品質改善などを図
り、『大河内賞』を受賞しました。このチームに参画出来たことで、改め
て『責任と権限』の重要性を実感しました。思い出深い仕事の一つです」
　製造技術開発分野の卓越した業績を顕彰する『大河内賞』の受
賞は、大きな励みとなり、仕事に真正面から向き合うための大きな一
歩となった。同時に、現場を的確に見ることの大切さも学んだ。入社
直後、所内に掲示されていた『真実は現場にあり』という言葉が腑に

落ちたという。現場とは、販売担当者であればお客様との対話の場、
研究開発部であれば研究室など、実際に物事が起きている場所を指
す。そうした現場で多くの人と連携しながら仕事を進めることが、やりが
いの創出や成果の獲得に繋がると語る。多くの人の協力を得るため
には『誠実』であることが不可欠であり、当時の経験や学びは、仕事
に対する基本的な考え方として今も生きている。当日の取材に同席し
た社員からも「所長は私たちの名前を当たり前にご存知で、何でも自
分事として捉えられていて、“ここはどうなっているの”と寄り添ってくれ
ます」と、社員との連携や誠実な姿勢が語られた。
　「2012年、知多製造所に企画室長として赴任しました。それまで製
造部門一筋だった私にとって、全体戦略を立案し推進するポジション
や、鋼管（パイプ）の製造という分野は初めてでした。着任直後は明確
な抱負を持っていたわけではありませんでしたが、俯瞰的に製造所全
体を見ることが出来る立場にあったため、1年ほど経つ頃には知多製
造所の課題が見えてきました。例えば、当所の『強み』を活かしながら、
あるべき姿の実現を目指し、製造部長時代には施策を進めてきまし
た。現在、当所で働く従業員は約２,７００名で、当社の他地区と比較
すると小規模な組織であり、製品の取り扱い量も社全体で占める割
合のなかでは高くありません。一方で、スリムな組織であるため連携が
取りやすく、迅速に意思決定・行動ができます。また、パイプ製造に特
化している点は、全社的に見ればエッジ（端）に位置する特徴です。新
しいことに挑戦するには、所帯が小さくエッジにある方が取り組みやす
く、これらは当所の強みです。会社は責任を果たせば、挑戦するための
権限も与えてくれます。私自身、このような環境の中で大きなやりがい
を感じていますし、メンバーにも働きがいや、やりがいを感じてもらえれ
ばと思っています」
　メンバーとの関わりにおいては、適度な距離感を保ちながら支援の
手を差し伸べる。「器用なタイプではないため取り繕うことができず、時
には生まれ育った京都弁が出てしまうなど、いつも自然体です」と柔ら
かく語る。心は柔和に、仕事に対しては自らに厳しく向き合い、『責任
と権限』そして『誠実』を貫く姿勢は、自身の生き方そのものである。

JFEスチール株式会社 知多製造所
常務執行役員　知多製造所長　

森岡 宏泰 氏
責任と権限と誠実

　中学時代から山登りを始め、日本百名山踏破を目指して日本各地の山に
登ってきた。現在は単独、あるいは家族と共に日帰りや山小屋泊で楽しんで
いる。登頂までには大変な思いをすることも多いが、山頂からの景色はそれ
らの苦労を忘れさせてくれるという。北アルプスの最高峰『奥穂岳』にも登
り、「やはり山はいい」と語る。旅行も趣味で、時間を見つけては一人旅や家
族旅行を楽しんでいる。新たな発見や異文化に触れることで刺激を受けて
いる。何もせずに過ごすことが苦手な性格で、ちょっとした時間があれば『数
独』に挑戦している。仮説を立てて検証することが好きであり、解けた時の
達成感は格別だという。
　知多製造所に勤務してから単身生活を続けている。最近は家族が半田
を訪れる機会も増え、スイーツ巡りやサイクリング、近隣の名所巡りなどをとも
に楽しんでいる。単身生活も14年経過すると慣れてきたが、炊事は依然とし
て苦手で、外食や妻の作り置きに頼っているという。単身生活で一人の時
間が増えたことで読書の機会も増え、それもまた充実した時間となっている。

シリーズひと

◉日光白根山　（２０２５年９月） ◉明治村　（２０２６年2月）

プロフィール：1968年京都府生まれ。半田市在住。９３年東京大学大学院工学
部材料学科修了。同年川崎製鉄㈱入社、東日本製鉄所（千葉地区）製鋼部配属。
２００４年東日本製鉄所工程部計画室、０９年東日本製鉄所（京浜地区）製鋼部製
鋼工場長、１２年知多製造所企画部企画室長、１５年知多製造所製造部長、１８年
本社鋼管企画部、１９年知多製造所企画部長、２４年現職。半田商工会議所常議員。
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通常議員総会

　令和7年度のわが国経済は、賃上げと物価上昇の好循環が定着しつつあり、実質GDP成長率が1.2%程度、名
目GDP成長率が2.7%程度、消費者物価上昇率が2.0%程度と見込まれる安定成長へ移行しました。 一方、地域の
中小企業・小規模事業者が直面する最大の課題は、構造的な人手不足とそれに伴う賃上げ圧力であり、引き続き
極めて厳しい経営環境に置かれています。原材料費や労務費の上昇を適切に価格転嫁できるかが、企業の存続
を左右する正念場ともなり、また「金利のある世界」への移行やコロナ関連融資（実質無利子・無担保）の返済本格
化により、資金繰りへの影響も懸念されます。
　当所は令和7年度、松石会頭1期目の任期最終年度を迎えました。令和4年11月の就任以降、新型コロナウイルス
感染症の五類感染症への移行と経済活動の再始動、刻 と々変化する海外情勢に大きく影響を受ける国内経済、
ＤＸ・ＡＩによるビジネスの変革など、持続的な地域経済の発展と中小企業・小規模事業者の成長に向け新たなフェ
ーズへと入り、経営者は激しい環境変化に対応し企業を存続させるため、経営者自らが既存の価値観や行動様式
を捨て、意識と能力をアップデートする自己変革が求められています。
　令和7年11月を始期とする松石会頭2期目では、基本施策として、「人材と雇用の循環を支える」「中小企業・商業
の再生と地域ブランドの確立」「地域内消費の循環と外部流入の促進」「小規模事業者の事業継続支援」「交通・
都市基盤の整備と未来構想」を掲げるとともに、新たに小栗宏次副会頭を迎え、5常設委員会への再編、「未来ビジ
ョン研究チーム」の新規設置等体制を整備し、地域経済の好循環を創出する「共創と循環のまちづくり」を目指します。
　基本施策の一つである「人材と雇用の循環を支える」では、知多地域の商工会議所・商工会と連携し企業の採
用支援事業として確立していた知多地域学生就職情報センター「るびあん」を全面リニューアルし令和8年1月、大
手求人サイトにはない地元企業の詳細な情報や社風を発信するウェブメディア「チタジョブ」としてサービスを開始し
ました。引き続き、地域の多様な求人・求職ニーズの変化を捉えていくとともに、市内各高校・地域内大学等との関係
づくりを進め、合わせて高齢者・外国籍市民・海外人材等人材と雇用、多文化共生を取り巻く多様な変化に関係機
関との連携を強化してまいります。
　流通部会主催の「HANDA NOBEL」は、長く継続開催してきた「知って得するゼミナール」を見直し、「事業者
の新しいチャレンジをかなえる」をコンセプトに立ち上げたマーケット事業で、令和8年2月、半田赤レンガ建物において
開催しました。近代より起業家精神溢れた先人によって発展した半田が有する潜在力を地域内消費と外部流入を
高める魅力へと転換し、事業の継続化を図り商業分野の活性化に繋げてまいります。
　中心市街地活性化は、令和7年4月を始期とする「半田市中心市街地活性化基本計画」が実施段階となり、当所
は2年目を迎えた半田市中心市街地活性化協議会の枠組みを活かし、知多半田・半田駅前・半田運河の各部会活
動がエリア毎の課題解決に向け取り組みに着手しました。協議会と一般社団法人公民連携事業機構とのパートナ
ーシップでは、半田市中心市街地における将来的な事業展開を志向する事業者を対象とした実践的な育成プログ
ラムを実施。エリア価値を高める基盤づくりに取り組むとともに、行政と民間が連携・協働する半田市中心市街地活
性化の理念を推進してまいります。
　社会・経済環境が急速に変化する中で、地域経済を支える中小企業・小規模事業者を取り巻く環境も大きく様変
わりしています。事業者が直面する課題は複雑化・多様化しており、こうした状況下、本年で133年の歴史を刻む半
田商工会議所は今後より一層、会員企業にとって真に役立つ存在としての機能強化と進化が求められます。「未来
ビジョン研究チーム」は、半田商工会議所が将来にわたり持続的に発展し、地域経済の成長と活力の創出に貢献し
ていくことを目指し、真に役立つ組織への改革等使命を担い、地域の支援プラットフォームとしての商工会議所像を
確立してまいります。

総括概要

　当所は5月29日、通常議員総会を開催。総会協議事項に先立ち、松石会頭が挨拶に立ち、今後の会議所活動および役割につい
て説明し、協議事項である令和7年度事業報告並びに収支決算について、慎重審議いただくと共に円滑な進行に理解と協力を求
めた。
　総会後には、議員交流会も開催され、知多酒やカブトビールを楽しみながら、来賓なども交えた交流が行われた。

通常議員総会

事業報告はこちら 収支決算はこちら

協議事項は、以下の通り。
第1号議案 令和7年度事業報告について
第2号議案 令和7年度収支決算について
第3号議案 特定商工業者負担金の賦課について 　
上程議案については、原案通り、満場一致で承認された。
　
報告事項は、以下の通り。　　
①議員職務執行者の変更について
②会員の入退会について
③部会・委員会活動について
④半田市中心市街地活性化協議会について
⑤経営発達支援計画について

⑥令和7年度青年部事業報告並びに収支決算について
⑦令和7年度女性会事業報告並びに収支決算について
⑧愛知県下商工会議所福祉制度統一制度キャンペーンについて
⑨その他
　

　

923
80

2,343

貸借対照表（令和8年３月31日現在） 単位：円

流動資産
固定資産
   (有形固定資産）
   (その他の固定資産）

　　　　　
　　　　
            計

流動負債
固定負債
　　    負債計
　　
積立金
固定財産
収支剰余金 
　　正味財産計
　　　　計 

84,743,707
605,393,270
443,622,272
161,770,998

690,136,977

41,390,986
46,905,435
88,296,421

109,229,163
449,258,672
43,352,721
601,840,556
690,136,977

資産の部

正味財産の部

金   額科   目 科   目 金   額
負債の部

貸方借方

法人・個人・団体別会員数

地域別会員数

1,429
883
31

2,343

区 分
法 人
個 人
団 体 そ の 他

計

業種別会員数
336
422
455

59
63
5

金融保険業
運輸通信業
電気・ガス業

サービス業
不動産業
計

製造業
建設業

卸・小売業

DATA

半田市

東浦町

武豊町

知多市

2,021

21

60

7

南知多町

阿久比町

美浜町

その他

22

４5

１7

１50

計　　　　　　　　　　　　　　 2,343

地域 地域会員数 会員数

令和8年3月31日現在

令和7年度 収支決算書総括表（令和7年４月１日～令和8年３月３１日） 単位：円

一般会計

中小企業相談所特別会計

法定台帳関係費特別会計

特定退職金共済制度特別会計

福祉共済特別会計

会館運営特別会計

なごみ（和）基金特別会計

退職給与積立金特別会計

財政調整資金特別会計

17,669,856

7,000,541

８65,849

192,372

7,447,344

1,233,585

0

53,025,188

104,029,163

1９１,４６３,８９８

96,067,511

68,144,714

4,０33,000

201,553,274

53,057,644

19,233,478

7,700,000

0

0

449,789,621

93,241,903

78,619,732

3,776,816

200,542,176

35,516,980

18,298,840

3,650,000

8,119,753

0

441,766,200

20,495,464

▲3,474,477

1,122,033

1,203,470

24,988,008

2,168,223

4,050,000

44,905,435

104,029,163

199,487,319

会計名 繰越金 収入 支出 収支残高 繰入金収入 繰入金支出 差引収支残
7,000,000

14,500,000

０

０

０

4,800,000

0

2,000,000

10,000,000

38,300,000

14,500,000

2,000,000

０

０

17,000,000

0 

0 

０

4,800,000

38,300,000

12,995,464

9,025,523

1,122,033

1,203,470

7,988,008

6,968,223

4,050,000

46,905,435

109,229,１６３

１99,487,319合計

挨拶する松石会頭 挨拶する久世市長
　また、永年役員・議員を務められた
石川八郎氏に対し、日本商工会議
所からの表彰伝達を行った。

松石会頭から表彰状を授与される
石川八郎氏㊧

ゲッポウ7月号.indd   2ゲッポウ7月号.indd   2 2026/06/19   13:212026/06/19   13:21



★■　 26E01089_ ゲッポウ 7 月号 _ 版管 276263-01
半田商工会議所様 _W210mm × H297mm

M
K

地

天

地

天

P3

通常議員総会

　令和7年度のわが国経済は、賃上げと物価上昇の好循環が定着しつつあり、実質GDP成長率が1.2%程度、名
目GDP成長率が2.7%程度、消費者物価上昇率が2.0%程度と見込まれる安定成長へ移行しました。 一方、地域の
中小企業・小規模事業者が直面する最大の課題は、構造的な人手不足とそれに伴う賃上げ圧力であり、引き続き
極めて厳しい経営環境に置かれています。原材料費や労務費の上昇を適切に価格転嫁できるかが、企業の存続
を左右する正念場ともなり、また「金利のある世界」への移行やコロナ関連融資（実質無利子・無担保）の返済本格
化により、資金繰りへの影響も懸念されます。
　当所は令和7年度、松石会頭1期目の任期最終年度を迎えました。令和4年11月の就任以降、新型コロナウイルス
感染症の五類感染症への移行と経済活動の再始動、刻 と々変化する海外情勢に大きく影響を受ける国内経済、
ＤＸ・ＡＩによるビジネスの変革など、持続的な地域経済の発展と中小企業・小規模事業者の成長に向け新たなフェ
ーズへと入り、経営者は激しい環境変化に対応し企業を存続させるため、経営者自らが既存の価値観や行動様式
を捨て、意識と能力をアップデートする自己変革が求められています。
　令和7年11月を始期とする松石会頭2期目では、基本施策として、「人材と雇用の循環を支える」「中小企業・商業
の再生と地域ブランドの確立」「地域内消費の循環と外部流入の促進」「小規模事業者の事業継続支援」「交通・
都市基盤の整備と未来構想」を掲げるとともに、新たに小栗宏次副会頭を迎え、5常設委員会への再編、「未来ビジ
ョン研究チーム」の新規設置等体制を整備し、地域経済の好循環を創出する「共創と循環のまちづくり」を目指します。
　基本施策の一つである「人材と雇用の循環を支える」では、知多地域の商工会議所・商工会と連携し企業の採
用支援事業として確立していた知多地域学生就職情報センター「るびあん」を全面リニューアルし令和8年1月、大
手求人サイトにはない地元企業の詳細な情報や社風を発信するウェブメディア「チタジョブ」としてサービスを開始し
ました。引き続き、地域の多様な求人・求職ニーズの変化を捉えていくとともに、市内各高校・地域内大学等との関係
づくりを進め、合わせて高齢者・外国籍市民・海外人材等人材と雇用、多文化共生を取り巻く多様な変化に関係機
関との連携を強化してまいります。
　流通部会主催の「HANDA NOBEL」は、長く継続開催してきた「知って得するゼミナール」を見直し、「事業者
の新しいチャレンジをかなえる」をコンセプトに立ち上げたマーケット事業で、令和8年2月、半田赤レンガ建物において
開催しました。近代より起業家精神溢れた先人によって発展した半田が有する潜在力を地域内消費と外部流入を
高める魅力へと転換し、事業の継続化を図り商業分野の活性化に繋げてまいります。
　中心市街地活性化は、令和7年4月を始期とする「半田市中心市街地活性化基本計画」が実施段階となり、当所
は2年目を迎えた半田市中心市街地活性化協議会の枠組みを活かし、知多半田・半田駅前・半田運河の各部会活
動がエリア毎の課題解決に向け取り組みに着手しました。協議会と一般社団法人公民連携事業機構とのパートナ
ーシップでは、半田市中心市街地における将来的な事業展開を志向する事業者を対象とした実践的な育成プログ
ラムを実施。エリア価値を高める基盤づくりに取り組むとともに、行政と民間が連携・協働する半田市中心市街地活
性化の理念を推進してまいります。
　社会・経済環境が急速に変化する中で、地域経済を支える中小企業・小規模事業者を取り巻く環境も大きく様変
わりしています。事業者が直面する課題は複雑化・多様化しており、こうした状況下、本年で133年の歴史を刻む半
田商工会議所は今後より一層、会員企業にとって真に役立つ存在としての機能強化と進化が求められます。「未来
ビジョン研究チーム」は、半田商工会議所が将来にわたり持続的に発展し、地域経済の成長と活力の創出に貢献し
ていくことを目指し、真に役立つ組織への改革等使命を担い、地域の支援プラットフォームとしての商工会議所像を
確立してまいります。

総括概要

　当所は5月29日、通常議員総会を開催。総会協議事項に先立ち、松石会頭が挨拶に立ち、今後の会議所活動および役割につい
て説明し、協議事項である令和7年度事業報告並びに収支決算について、慎重審議いただくと共に円滑な進行に理解と協力を求
めた。
　総会後には、議員交流会も開催され、知多酒やカブトビールを楽しみながら、来賓なども交えた交流が行われた。

通常議員総会

事業報告はこちら 収支決算はこちら

協議事項は、以下の通り。
第1号議案 令和7年度事業報告について
第2号議案 令和7年度収支決算について
第3号議案 特定商工業者負担金の賦課について 　
上程議案については、原案通り、満場一致で承認された。
　
報告事項は、以下の通り。　　
①議員職務執行者の変更について
②会員の入退会について
③部会・委員会活動について
④半田市中心市街地活性化協議会について
⑤経営発達支援計画について

⑥令和7年度青年部事業報告並びに収支決算について
⑦令和7年度女性会事業報告並びに収支決算について
⑧愛知県下商工会議所福祉制度統一制度キャンペーンについて
⑨その他
　

　

923
80

2,343

貸借対照表（令和8年３月31日現在） 単位：円

流動資産
固定資産
   (有形固定資産）
   (その他の固定資産）

　　　　　
　　　　
            計

流動負債
固定負債
　　    負債計
　　
積立金
固定財産
収支剰余金 
　　正味財産計
　　　　計 

84,743,707
605,393,270
443,622,272
161,770,998

690,136,977

41,390,986
46,905,435
88,296,421

109,229,163
449,258,672
43,352,721
601,840,556
690,136,977

資産の部

正味財産の部

金   額科   目 科   目 金   額
負債の部

貸方借方

法人・個人・団体別会員数

地域別会員数

1,429
883
31

2,343

区 分
法 人
個 人
団 体 そ の 他

計

業種別会員数
336
422
455

59
63
5

金融保険業
運輸通信業
電気・ガス業

サービス業
不動産業
計

製造業
建設業
卸・小売業

DATA

半田市

東浦町

武豊町

知多市

2,021

21

60

7

南知多町

阿久比町

美浜町

その他

22

４5

１7

１50

計　　　　　　　　　　　　　　 2,343

地域 地域会員数 会員数

令和8年3月31日現在

令和7年度 収支決算書総括表（令和7年４月１日～令和8年３月３１日） 単位：円

一般会計

中小企業相談所特別会計

法定台帳関係費特別会計

特定退職金共済制度特別会計

福祉共済特別会計

会館運営特別会計

なごみ（和）基金特別会計

退職給与積立金特別会計

財政調整資金特別会計

17,669,856

7,000,541

８65,849

192,372

7,447,344

1,233,585

0

53,025,188

104,029,163

1９１,４６３,８９８

96,067,511

68,144,714

4,０33,000

201,553,274

53,057,644

19,233,478

7,700,000

0

0

449,789,621

93,241,903

78,619,732

3,776,816

200,542,176

35,516,980

18,298,840

3,650,000

8,119,753

0

441,766,200

20,495,464

▲3,474,477

1,122,033

1,203,470

24,988,008

2,168,223

4,050,000

44,905,435

104,029,163

199,487,319

会計名 繰越金 収入 支出 収支残高 繰入金収入 繰入金支出 差引収支残
7,000,000

14,500,000

０

０

０

4,800,000

0

2,000,000

10,000,000

38,300,000

14,500,000

2,000,000

０

０

17,000,000

0 

0 

０

4,800,000

38,300,000

12,995,464

9,025,523

1,122,033

1,203,470

7,988,008

6,968,223

4,050,000

46,905,435

109,229,１６３

１99,487,319合計

挨拶する松石会頭 挨拶する久世市長
　また、永年役員・議員を務められた
石川八郎氏に対し、日本商工会議
所からの表彰伝達を行った。

松石会頭から表彰状を授与される
石川八郎氏㊧
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〒475-0033　半田市日東町４番29　　　　TEL 0569-24-6710
〒448-8650　刈谷市朝日町２丁目１番地　TEL 0566-24-8441

愛知県弁護士会半田支部

半田市柊町１丁目２１５番地の１１

0569-24-9472 弁護士　山﨑　正夫
弁護士　坂　　敬裕
弁護士　大橋　政之

検索

１人で悩まずご相談下さい。談法律 相

山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所
山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所
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① 事業の趣旨
　本事業は、社会のデジタル化に伴う労働市場の変化に対応するため、キャリアを中断している女性が最新の生成AIやデジタル技
術を学び、自分らしいキャリア形成を図ることの機会創出を目的としています。また同時に、企業の皆様にとって、最新のデジタルツー
ルに触れ、「社会の中で活躍したい」「地元で働きたい」と願う、“新たな一歩を踏み出す”地域の女性を採用する機会創出となること
を視野に入れて計画をしています。

② 事業内容（受講生の習得スキルとサポート）
　受講生は全６日間の講習を通じて、以下のスキルを習得し、就職に向けた準備を整えます。
　　①デジタル・リテラシーの習得（最新の労働市場や、デジタルを活用した新たな働き方についての学習）
　　②実務スキルの養成（オンライン会議やチャットツールを用いたテレワーク体験、およびPC環境の整備）
　　③応募準備の完遂（デジタルツールを用いた履歴書等の作成、社会人メイクレッスン、応募用の写真撮影） 
　　④専門家による伴走支援（講座修了後、国家資格キャリアコンサルタントによる個別伴走支援（40分×３回/人）を実施・お仕
　　　事等の新たな一歩を育児を両立するための必要な準備、必要な支援の情報提供、意欲の維持をサポート）
　　⑤合同就職マッチングイベント（講座終了後に地元企業の皆様と直接的な接点を創出）

【本事業に関するお問い合わせ】 主催：半田市生涯学習課　0569-23-7341
【後援】半田商工会議所・ハローワーク半田

　半田市では結婚・出産・育児等でキャリアを中断された女性を対象に、最新のデジタルスキル習得と再就職支援
を目的とした「デジタル人材養成講座」を新たに開講します。講座修了後には、「デジタル活用意欲」と「働く意欲」
を兼ね備えた地元の女性人材と企業の皆様をつなぐマッチング機会を予定しています。
　今後、企業の皆様にマッチング等の機会でご協力をお願いすることがあるかと思いますので、その際はどうぞよろしくお願いい
たします。詳細が決まりましたら、改めてご案内いたします。

女性のための
デジタル人材養成事業のご紹介

・講習カリキュラム（全7日間）

　　　1～2日目：デジタル需要と働き方の変化、新たな仕事の発見

　　　3～4日目：デジタル履歴書作成、両立支援制度・継続学習の理解

　　　5日目：自宅でのテレワーク実践体験

　　　6日目：社会人メイク・写真撮影による最終準備

　　　7日目：当所会員事業所等との就職マッチングイベント開催

※当講座の受講生には、各企業様への応募・採用選考、採用へと進む過程で、キャリアコンサルタントによる
　個別伴走支援（40分×3回/人）があります。

・受講生募集・選考期間（6月～7月） 

　　済第1次締切：6月15日（プレカウンセリング：6月18日・19日）

　　済第2次締切：6月30日（プレカウンセリング：7月2日・3日）

　　　第3次締切：7月15日（予備日程：7月16日）

③ 具体的なスケジュール（令和8年度予定）
受講生の選考・育成からマッチングまでは以下の流れで進行します。
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〒475-0033　半田市日東町４番29　　　　TEL 0569-24-6710
〒448-8650　刈谷市朝日町２丁目１番地　TEL 0566-24-8441

愛知県弁護士会半田支部

半田市柊町１丁目２１５番地の１１

0569-24-9472 弁護士　山﨑　正夫
弁護士　坂　　敬裕
弁護士　大橋　政之

検索

１人で悩まずご相談下さい。談法律 相

山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所
山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所
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① 事業の趣旨
　本事業は、社会のデジタル化に伴う労働市場の変化に対応するため、キャリアを中断している女性が最新の生成AIやデジタル技
術を学び、自分らしいキャリア形成を図ることの機会創出を目的としています。また同時に、企業の皆様にとって、最新のデジタルツー
ルに触れ、「社会の中で活躍したい」「地元で働きたい」と願う、“新たな一歩を踏み出す”地域の女性を採用する機会創出となること
を視野にいれて計画をしています。

② 事業内容（受講生の習得スキルとサポート）
　受講生は全６日間の講習を通じて、以下のスキルを習得し、就職に向けた準備を整えます。
　　①デジタル・リテラシーの習得（最新の労働市場や、デジタルを活用した新たな働き方についての学習）
　　②実務スキルの養成（オンライン会議やチャットツールを用いたテレワーク体験、およびPC環境の整備）
　　③応募準備の完遂（デジタルツールを用いた履歴書等の作成、社会人メイクレッスン、応募用の写真撮影） 
　　④専門家による伴走支援（講座修了後、国家資格キャリアコンサルタントによる個別伴走支援（40分×３回/人）を実施・お仕
　　　事等の新たな一歩を育児を両立するための必要な準備、必要な支援の情報提供、意欲の維持をサポート）
　　⑤合同就職マッチングイベント（講座終了後に地元企業の皆様と直接的な接点を創出）

【本事業に関するお問い合わせ】 主催：半田市生涯学習課　0569-23-7341
【後援】半田商工会議所・ハローワーク半田

半田市では結婚・出産・育児等でキャリアを中断された女性を対象に、最新のデジタルスキル習得と再就
職支援を目的とした「デジタル人材養成講座」を新たに開講します。講座修了後には、「デジタル活用意欲」
と「働く意欲」を兼ね備えた地元の女性人材と企業の皆様をつなぐマッチング機会を予定しています。

　 　今後、企業の皆様にマッチング等の機会でご協力をお願いすることがあるかと思いますので、その際はどうぞよろしくお願
いいたします。詳細が決まりましたら、改めてご案内いたします。

女性のための
デジタル人材養成事業のご紹介

・講習カリキュラム（全7日間）

　　　1～2日目：デジタル需要と働き方の変化、新たな仕事の発見

　　　3～4日目：デジタル履歴書作成、両立支援制度・継続学習の理解

　　　5日目：自宅でのテレワーク実践体験

　　　6日目：社会人メイク・写真撮影による最終準備

　　　7日目：当所会員事業所との就職マッチング

※当講座の受講生には、各企業様への応募・採用選考、採用へと進む過程で、キャリアコンサルタントによる
　個別伴走支援（40分×3回/人）があります。

・受講生募集・選考期間（6月～7月） 

　　　第1次締切：6月15日（プレカウンセリング：6月18日・19日）

　　　第2次締切：6月30日（プレカウンセリング：7月2日・3日）

　　　第3次締切：7月15日（予備日程：7月16日）

③ 具体的なスケジュール（令和8年度予定）
受講生の選考・育成からマッチングまでは以下の流れで進行します。
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　半田の街を歩けば、新しい住宅が建ち、古いビルが形を変え、
常に変化し続ける風景に出会います。その変化の起点となる「解
体」という仕事に、ひときわ熱い情熱と、ユニークな社名を掲げて
取り組む企業があります。柊町に拠点を構える「転生ブレイク㈱」
です。
■ 経験から培った情熱と、創業への歩み 
　代表の千葉侑樹氏と解体業との出会いは、大学時代に、友
達がやりだした解体事業のアルバイトでした。それを機会に、バッ
クホウ（重機）の免許をはじめ、業務に必要な各種資格を貪欲に
取得していきました。その後、一度は自動車販売や造園業など異
なる業界を経験。しかし、様々な世界を見たからこそ、改めて「解
体事業」が持つ可能性や、街を新しく創り出すという夢を強く実
感することになります。「これこそが、今後の人生をかけた仕事
だ」、その決意を胸に、2020年2月、半田市柊町にて「転生工
業」として創業。着実に実績を積み重ね、2022年1月に「転生ブ
レイク㈱」として法人化を果たしました。
■ 「転生」という名に込められた想い
 同社でまず目を引くのは、やはりその社名です。「解体」から連想
されるのは、一般的には「終わり」や「消滅」かもしれません。しか
し、千葉代表が掲げる「転生」という言葉には、全く逆のポジティ
ブな意味が込められています。建物は、そこに住む人、働く人の記
憶が刻まれた場所です。その役目を終えた建物を一度フラットな
状態に戻すことは、決して破壊ではありません。新しい生活が始
まり、新しいビジネスが産声を上げるための「再生の儀式」とも言
えます。古き良きものを整理し、新しい命を吹き込む準備をする。
同社にとっての「ブレイク（解体）」は、まさに次のステージへ向か
うための「転生」のプロセスなのです。
■ 7名のプロ集団による自社施工と、徹底した配慮 
　同社の方針は、「安心、安全、迅速、丁寧な仕事を常識的な価
格で提供」すること。このモットーを体現するため、現在は総勢7
名のスタッフによる「自社施工」体制を目指しています。下請け任
せにしない体制だからこそ、元請企業や施主様からの「こうして欲
しい、あれをやって欲しい」という現場の細かな声を何よりも大切
に受け止め、柔軟かつ迅速に対応できるのが大きな強みです。
　また、解体工事の現場は常に危険と隣り合わせであり、騒音や
振動といった課題も避けては通れません。だからこそ、同社が最も
大切にしているのが「近隣への配慮」と「法令遵守」です。工事
着手前の丁寧な近隣挨拶はもちろん、防音・防塵対策の徹底

は、地域密着型企業としての譲れないこだわりです。「転生ブレイ
クに頼んでよかった」という施主様の声だけでなく、近隣住民から
も「しっかりした業者さんだったね」と言われる真摯な姿勢が、同社
への信頼を確固たるものにしています。
　加えて、現代の解体業において欠かせないアスベスト（石綿）
除去に関する安全管理の徹底や、産業廃棄物
の適正処理・削減にも注力。愛知県の産業廃棄
物収集運搬業の許可（02300228308号）を取
得しており、現場から出るコンクリートガラ・加工石
のリサイクルを実施するなど、廃材を「ゴミ」ではな
く再資源化可能な「資源」として適切にハンドリン
グしています。また、同社では2026年5月に
「SDGs宣言」を策定。「サービス」「環境」「人権・
働きがい」「地域貢献・社会貢献」の4つの柱を
掲げ、アイドリングストップ等のCO₂排出量削減、
健康経営やハラスメント防止による職場環境づくり、空き家除却
を通じた地域課題解決など、事業活動を通じた持続可能な社会
の実現へ本気で取り組んでいます。ただ壊すだけでなく、地域と
地球の未来を見据えた真摯な姿勢が、同社への信頼を確固たる
ものにしています。
■ 結びに代えて 
　「壊す」という仕事を通じて、半田の街の「創る」を支える。内装
の一部解体から、大規模な建物のスケルトン工事、そして更地化
まで、多岐にわたるニーズに応える技術力と、それを支える誠実な
人間性。同社が地域で選ばれ続けている理由は、単なる施工ス
キルの高さだけでなく、代表をはじめとするスタッフ一人ひとりの
「顔が見える安心感」にあります。
　同社の仕事は、今日もどこかで新しい物語の始まりをサポートし
ています。身近で建物の維持管理や建て替え、あるいは店舗の
刷新を考えている方がいれば、ぜひ一度、この情熱溢れるプロフ
ェッショナル集団にご相談ください。そこには、ただの作業ではな
い、未来を見据えた「再生」の提案が待っているはずです。
　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　（取材：中村稔晴）

壊すことは、創ることへの第一歩。
「転生ブレイク㈱」が描く、地域の未来と再生のカタチ

【住所】本社：半田市柊町4-200-3　
　　　資材センター：半田市岩滑西町2-47-8
【代表】 千葉 侑樹
【TEL】0569-58-1479 　【FAX】0569-59-3181
【定休日】日曜日・祝祭日

会員訪問NO.520

建物解体前 建物解体後

SDGS宣言

７人のプロ集団 建設機械・車両
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　半田の街を歩けば、新しい住宅が建ち、古いビルが形を変え、
常に変化し続ける風景に出会う。その変化の起点となる「解体」
という仕事に、ひときわ熱い情熱と、ユニークな社名を掲げて取り
組む企業がある。柊町に拠点を構える「転生ブレイク㈱」だ。
■ 経験から培った情熱と、創業への歩み 
　代表の千葉侑樹氏と解体業との出会いは、大学時代に、友
達がやりだした解体事業のアルバイトだった。それを機会に、バッ
クホウ（重機）の免許をはじめ、業務に必要な各種資格を貪欲に
取得していった。その後、一度は自動車販売や造園業など異なる
業界を経験。しかし、様々な世界を見たからこそ、改めて「解体事
業」が持つ可能性や、街を新しく創り出すという夢を強く実感する
ことになる。「これこそが、今後の人生をかけた仕事だ」、その決意
を胸に、2020年2月、半田市柊町にて「転生工業」として創業。
着実に実績を積み重ね、2022年1月に「転生ブレイク㈱」として
法人化を果たした。
■ 「転生」という名に込められた想い
 同社でまず目を引くのは、やはりその社名。「解体」から連想され
るのは、一般的には「終わり」や「消滅」かもしれない。しかし、千
葉代表が掲げる「転生」という言葉には、全く逆のポジティブな意
味が込められている。建物は、そこに住む人、働く人の記憶が刻
まれた場所である。その役目を終えた建物を一度フラットな状態に
戻すことは、決して破壊ではない。新しい生活が始まり、新しいビ
ジネスが産声を上げるための「再生の儀式」とも言える。古き良き
ものを整理し、新しい命を吹き込む準備をする。同社にとっての
「ブレイク（解体）」は、まさに次のステージへ向かうための「転生」
のプロセスである。
■ 7名のプロ集団による自社施工と、徹底した配慮 
　同社の方針は、「安心、安全、迅速、丁寧な仕事を常識的な価
格で提供」すること。このモットーを体現するため、現在は総勢7
名のスタッフによる「自社施工」体制を目指している。下請け任せ
にしない体制だからこそ、元請企業や施主様からの「こうして欲し
い、あれをやって欲しい」という現場の細かな声を何よりも大切に
受け止め、柔軟かつ迅速に対応できるのが大きな強みである。
　また、解体工事の現場は常に危険と隣り合わせであり、騒音や
振動といった課題も避けては通れない。だからこそ、同社が最も
大切にしているのが「近隣への配慮」と「法令遵守」。工事着手
前の丁寧な近隣挨拶はもちろん、防音・防塵対策の徹底は、地
域密着型企業としての譲れないこだわりである。「転生ブレイクに

頼んでよかった」という施主様の声だけでなく、近隣住民からも「し
っかりした業者さんだったね」と言われる真摯な姿勢が、同社への
信頼を確固たるものにしている。
　加えて、現代の解体業において欠かせないアスベスト（石綿）
除去に関する安全管理の徹底や、産業廃棄物の適正処理・削
減にも注力。愛知県の産業廃棄物収集運搬業
の許可（02300228308号）を取得しており、現
場から出るコンクリートガラ・加工石のリサイクルを
実施するなど、廃材を「ゴミ」ではなく再資源化可
能な「資源」として適切にハンドリングしている。ま
た、同社では2026年5月に「SDGs宣言」を策
定。「サービス」「環境」「人権・働きがい」「地域
貢献・社会貢献」の4つの柱を掲げ、アイドリング
ストップ等のCO₂排出量削減、健康経営やハラ
スメント防止による職場環境づくり、空き家除却を
通じた地域課題解決など、事業活動を通じた持続可能な社会の
実現へ本気で取り組んでいる。ただ壊すだけでなく、地域と地球
の未来を見据えた真摯な姿勢が、同社への信頼を確固たるもの
にしている。
■ 結びに代えて 
　「壊す」という仕事を通じて、半田の街の「創る」を支える。内装
の一部解体から、大規模な建物のスケルトン工事、そして更地化
まで、多岐にわたるニーズに応える技術力と、それを支える誠実な
人間性。同社が地域で選ばれ続けている理由は、単なる施工ス
キルの高さだけでなく、代表をはじめとするスタッフ一人ひとりの
「顔が見える安心感」にある。
　同社の仕事は、今日もどこかで新しい物語の始まりをサポートし
ている。身近で建物の維持管理や建て替え、あるいは店舗の刷
新を考えている方がいれば、ぜひ一度、この情熱溢れるプロフェッ
ショナル集団にご相談ください。そこには、ただの作業ではない、
未来を見据えた「再生」の提案が待っているはずである。
　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　（取材：中村稔晴）

壊すことは、創ることへの第一歩。
「転生ブレイク㈱」が描く、地域の未来と再生のカタチ

【住所】本社：半田市柊町4-200-3　
　　　資材センター：半田市岩滑西町2-47-8
【代表】 千葉 侑樹
【TEL】0569-58-1479 　【FAX】0569-59-3181
【定休日】日曜日・祝祭日

会員訪問NO.520

建物解体前 建物解体後

SDGS宣言

７人のプロ集団 建設機械・車両
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【 よろず支援拠点とは？／伴走支援で実現する生産性向上】 

「忙しさに追われ、改善に手を付けられない」「せっかく採用
しても人が定着しない」等のお悩みを抱えていませんか？昨
今の物価高騰や深刻な人手不足など、経営環境が激しく
変化する中、日々の業務に追われて自社の課題を整理する
時間がなかなか確保できないというお声を数多く伺います。
国が設置する「愛知県よろず支援拠点」は、こうした皆様の
あらゆる経営課題に無料でアドバイスをする「ワンストップ
相談窓口」です。
そして令和8年度、当拠点の新たなチームとして立ち上がっ
たのが「生産性向上支援センター※」です。同センターは
従来の窓口相談ではなく、専門家が皆様の工場や店舗な
どの現場へ直接訪問し、主に労働投入量の最適化を目的
とした伴走支援を行います。実際に現場を見て、作業環境
の整備、ムダの削減、ITツールを活用した省力化など、「現
場に合った」具体的な改善策を一緒に考え、ご支援いたし
ます。従来の幅広い課題に対応した経営相談窓口と、現

１月 個別相談会・セミナー   スケジュール
ご相談希望の方は当所までご連絡ください。その他、法律・労務・ITなど随時開催の相談もございます。

7/　9(木)
7/　９(木)　
7/１５(水)
7/1６(木)
7/1６(木)
7/17(金)
7/22(水)

経営相談（事業計画・各種補助金など）
BCP普及啓発セミナー
BCP策定講座
金融相談（日本政策金融公庫・国民生活事業）
金融相談（愛知県信用保証協会）
税務相談
経営相談（事業計画・各種補助金など）

９：00～1７：０0 

１４：00～１５：３０

１３：00～１７：００

１０：00～1２：０0

１３：00～1５：00 

１０：00～1１：０0

９：00～1７：00

7月 個別相談会・セミナー   スケジュール お問合わせ：当所中小企業相談所

場密着型の生産性向上支援センターの両輪で、皆様の経
営改善を強力にバックアップいたします。
経営改善の重要な要素として「生産性向上」が挙げられま
すが、それを支えるのは現場の「人」であり「仕組み」です。
次号からは、当拠点のコーディネーターがリレー形式で登場
し、「人材育成のコツ」「働きやすい職場づくり」「売れる仕
組みと販路開拓」など、実践的なテーマについて解決のヒ
ントをお伝えしていきます。ぜひご期待ください。
どのような小さな悩みでも構いません。まずは一歩を踏み出
してみませんか？私たちはパートナーとして中小企業の皆様
のご連絡をお待ちしております。（※同センターのご利用に
は要件があります、詳しくはお問い合わせください。）

「忙しいのに儲からない」から抜け出す
中小企業の生産性向上
人手不足時代に求められる、“頑張り方”ではなく“仕組み化”

頑張って働いているのに思うように利益が上がらない、そんなジレンマを感じていませんか？
実は、生産性向上は、高価なITシステムや複雑な経営理論を導入することだけではありません。日々の業務に潜む、小さ
な「ムダ」を特定し、解消していくことから始まります。必要な道具や情報を探す時間、特定の担当者しか知らない業務、複
数のシステムへの重複入力、ヒトやモノの不必要な移動など、これらの積み重ねが生産性を低下させているのです。

現場に潜む4つのムダ

今日からできる３つの改善

現場改善イメージ

探す　 待つ 移動　 やり直す
探す　　　探す時間が長い
待つ　　　担当者しか分からない
移動　　　ヒトやモノの移動が多い
やり直す　同じ内容を何度も入力している

現場では小さなムダが日々発生しています。こうしたム
ダを減らすだけでも、仕事の効率は大きく変わります。
例えば、工具や書類の置き場所を整理する、作業手
順を統一する、レイアウトを見直す、情報共有の方法
を簡単にする。
―これらの改善も立派な生産性向上です。―

１. 誰が何をしているのか書き出す
     業務の棚卸しを行い、誰が何を担当しているのかを 
　 可視化し、業務の属人化を防ぎます。

2. 時間がかかる仕事を測る
　 繰り返し発生する業務にかかる時間を測定し、非効
　 率な部分を特定します。

３. 利益が出ている仕事を分析
　どの業務が高い利益を生み出しているかを分析し、
　 戦略的な注力分野を明確にします。

「頑張る」ではなく「ムダを減らす」
これが生産性向上の第一歩。

支援拠点

人
手
不
足
の

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の

皆
さ
ま
へ

生産性向上
支援センター
生産性向上
支援センター

生産性向上支援センターのご案内
【中小企業等の生産性向上を徹底的に伴走】
国がよろず支援拠点内で実施する無料支
援・無料相談を随時受付中です。「話を聞い
てみたい」そんな一歩から、私たちは伴走します。

愛知県よろず支援拠点
生産性向上支援センター
TEL：052-715-3188
E-Mail：info-yorozu@aibsc.jp
受付時間：9:00～12:00、13:00～17:00
（土日祝日及び年末年始を除く）

支援拠点

人
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足
の
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企
業・小
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模
事
業
者
の
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ま
へ

生産性向上
支援センター
生産性向上
支援センター

改善イメージ①【製造業】
移動を減らし、少人数でも回る工場へ
加工機や材料置場の配置を見直し、
「受入→加工→検査→出荷」の流れを整理。

改善イメージ②【建設業】
事務作業を減らし“現場に集中できる環境”
現場写真をクラウド上へ直接保存し、事務所
とリアルタイム共有できる仕組みを導入。

改善イメージ③【小売･サービス業】
「売上重視」から「利益重視」の店舗運営へ
商品別の利益率を分析し、売れ筋商品へ
販売スペースを集中させ、在庫種類も絞り込み。

愛知県よろず支援拠点チーフコーディネーターの伴野友宏と申します。
今月号から「愛知県よろず支援拠点コラムシリーズ」として、皆様の経営
課題解決に役立つ情報をお届けしてまいります。

南海トラフ地震など大規模災害への備えは万全ですか？ 
愛知県主催の事業を守るための計画（BCP）を学ぶセミナーと、実際に作成する講座を当所で開催します。  
この機会に事業を守る第一歩を踏み出してみませんか。

企業の未来を守る「BCP普及啓発セミナー＆策定講座」開催！

■会　場： 半田商工会議所 3F 大会議室   
■対　象： 県内の中小企業（未策定の企業）   
■参加費： 無料

BCPを学ぶ
① BCP普及啓発セミナー
   【日時】7月9日（木）14:00～15:30 
   【定員】会場30名（オンライン併用）   

BCPをつくる
② BCP策定講座 
   【日時】7月15日（水）13:00～17:00 
   【定員】会場20社（オンライン併用）   

参加費無料！

BCPセミナーWEB申し込み

愛知県よろず支援拠点HP

連 載 コ ラ ム

　　　　　　
名古屋市中村区名駅四丁目４番３８号 ウインクあいち１４階
電話:052-715-3188   E-Mail：info-yorozu@aibsc.jp

お問合わせ 愛知県よろず支援拠点

経営お役立ち情報
日々の経営に役立つ情報をお届けするコーナーです

Business Support Information
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【 よろず支援拠点とは？／伴走支援で実現する生産性向上】 

「忙しさに追われ、改善に手を付けられない」「せっかく採用
しても人が定着しない」等のお悩みを抱えていませんか？昨
今の物価高騰や深刻な人手不足など、経営環境が激しく
変化する中、日々の業務に追われて自社の課題を整理する
時間がなかなか確保できないというお声を数多く伺います。
国が設置する「愛知県よろず支援拠点」は、こうした皆様の
あらゆる経営課題に無料でアドバイスをする「ワンストップ
相談窓口」です。
そして令和8年度、当拠点の新たなチームとして立ち上がっ
たのが「生産性向上支援センター※」です。同センターは
従来の窓口相談ではなく、専門家が皆様の工場や店舗な
どの現場へ直接訪問し、主に労働投入量の最適化を目的
とした伴走支援を行います。実際に現場を見て、作業環境
の整備、ムダの削減、ITツールを活用した省力化など、「現
場に合った」具体的な改善策を一緒に考え、ご支援いたし
ます。従来の幅広い課題に対応した経営相談窓口と、現

１月 個別相談会・セミナー   スケジュール
ご相談希望の方は当所までご連絡ください。その他、法律・労務・ITなど随時開催の相談もございます。

7/　9(木)
7/　９(木)　
7/１５(水)
7/1６(木)
7/1６(木)
7/17(金)
7/22(水)

経営相談（事業計画・各種補助金など）
BCP普及啓発セミナー
BCP策定講座
金融相談（日本政策金融公庫・国民生活事業）
金融相談（愛知県信用保証協会）
税務相談
経営相談（事業計画・各種補助金など）

９：00～1７：０0 

１４：00～１５：３０

１３：00～１７：００

１０：00～1２：０0

１３：00～1５：00 

１０：00～1１：０0

９：00～1７：00

7月 個別相談会・セミナー   スケジュール お問合わせ：当所中小企業相談所

場密着型の生産性向上支援センターの両輪で、皆様の経
営改善を強力にバックアップいたします。
経営改善の重要な要素として「生産性向上」が挙げられま
すが、それを支えるのは現場の「人」であり「仕組み」です。
次号からは、当拠点のコーディネーターがリレー形式で登場
し、「人材育成のコツ」「働きやすい職場づくり」「売れる仕
組みと販路開拓」など、実践的なテーマについて解決のヒ
ントをお伝えしていきます。ぜひご期待ください。
どのような小さな悩みでも構いません。まずは一歩を踏み出
してみませんか？私たちはパートナーとして中小企業の皆様
のご連絡をお待ちしております。（※同センターのご利用に
は要件があります、詳しくはお問い合わせください。）

「忙しいのに儲からない」から抜け出す
中小企業の生産性向上
人手不足時代に求められる、“頑張り方”ではなく“仕組み化”

頑張って働いているのに思うように利益が上がらない、そんなジレンマを感じていませんか？
実は、生産性向上は、高価なITシステムや複雑な経営理論を導入することだけではありません。日々の業務に潜む、小さ
な「ムダ」を特定し、解消していくことから始まります。必要な道具や情報を探す時間、特定の担当者しか知らない業務、複
数のシステムへの重複入力、ヒトやモノの不必要な移動など、これらの積み重ねが生産性を低下させているのです。

現場に潜む4つのムダ

今日からできる３つの改善

現場改善イメージ

探す　 待つ 移動　 やり直す
探す　　　探す時間が長い
待つ　　　担当者しか分からない
移動　　　ヒトやモノの移動が多い
やり直す　同じ内容を何度も入力している

現場では小さなムダが日々発生しています。こうしたム
ダを減らすだけでも、仕事の効率は大きく変わります。
例えば、工具や書類の置き場所を整理する、作業手
順を統一する、レイアウトを見直す、情報共有の方法
を簡単にする。
―これらの改善も立派な生産性向上です。―

１. 誰が何をしているのか書き出す
     業務の棚卸しを行い、誰が何を担当しているのかを 
　 可視化し、業務の属人化を防ぎます。

2. 時間がかかる仕事を測る
　 繰り返し発生する業務にかかる時間を測定し、非効
　 率な部分を特定します。

３. 利益が出ている仕事を分析
　どの業務が高い利益を生み出しているかを分析し、
　 戦略的な注力分野を明確にします。

「頑張る」ではなく「ムダを減らす」
これが生産性向上の第一歩。
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生産性向上支援センターのご案内
【中小企業等の生産性向上を徹底的に伴走】
国がよろず支援拠点内で実施する無料支
援・無料相談を随時受付中です。「話を聞い
てみたい」そんな一歩から、私たちは伴走します。

愛知県よろず支援拠点
生産性向上支援センター
TEL：052-715-3188
E-Mail：info-yorozu@aibsc.jp
受付時間：9:00～12:00、13:00～17:00
（土日祝日及び年末年始を除く）
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改善イメージ①【製造業】
移動を減らし、少人数でも回る工場へ
加工機や材料置場の配置を見直し、
「受入→加工→検査→出荷」の流れを整理。

改善イメージ②【建設業】
事務作業を減らし“現場に集中できる環境”
現場写真をクラウド上へ直接保存し、事務所
とリアルタイム共有できる仕組みを導入。

改善イメージ③【小売･サービス業】
「売上重視」から「利益重視」の店舗運営へ
商品別の利益率を分析し、売れ筋商品へ
販売スペースを集中させ、在庫種類も絞り込み。

愛知県よろず支援拠点チーフコーディネーターの伴野友宏と申します。
今月号から「愛知県よろず支援拠点コラムシリーズ」として、皆様の経営
課題解決に役立つ情報をお届けしてまいります。

南海トラフ地震など大規模災害への備えは万全ですか？ 
愛知県主催の事業を守るための計画（BCP）を学ぶセミナーと、実際に作成する講座を当所で開催します。  
この機会に事業を守る第一歩を踏み出してみませんか。

企業の未来を守る「BCP普及啓発セミナー＆策定講座」開催！

■会　場： 半田商工会議所 3F 大会議室   
■対　象： 県内の中小企業（未策定の企業）   
■参加費： 無料

BCPを学ぶ
① BCP普及啓発セミナー
   【日時】7月9日（木）14:00～15:30 
   【定員】会場30名（オンライン併用）   

BCPをつくる
② BCP策定講座 
   【日時】7月15日（水）13:00～17:00 
   【定員】会場20社（オンライン併用）   

参加費無料！

BCPセミナーWEB申し込み

愛知県よろず支援拠点HP

連 載 コ ラ ム

　　　　　　
名古屋市中村区名駅四丁目４番３８号 ウインクあいち１４階
電話:052-715-3188   E-Mail：info-yorozu@aibsc.jp

お問合わせ 愛知県よろず支援拠点

経営お役立ち情報
日々の経営に役立つ情報をお届けするコーナーです

Business Support Information
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～ 地域のくらしの応援団  ～

https://www.hanshin-ca.co.jp
（０５６９）２１-８２１１
（０５６９）２１-４３３１
（０５６９）２３-４０１１
（０５６９）２１-２３５３

本 部
乙 川 支 店
成 岩 支 店
成岩本町出張所

（０５６９）２１-２４１１
（０５６９）２９-１４３１
（０５６９）２３-１３１１
（０５６９）３２-３３１０

本店営業部
新 居 支 店
住吉町駅西支店
はんしん相談プラザ はんしんキャラクター

「だし太郎」
はんしんキャラクター
「まつりちゃん」
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青年部

LINE 半田YEG
LINE公式アカウント

　4月8日、知多信用金庫ほしざきホールにて令和8年度通常総会を開催しました。
　当日は多くの会員の皆さまにご出席いただき、令和8年度の事業計画、収支予算、そし
てスローガンについて審議を行い、すべて承認されました。
　通常総会は、青年部の1年間の方向性を決める大切な場です。令和8年度スローガン 
「今を楽しみ、未来を描く」 のもと、会員一人ひとりが仲間とのつながりを深めながら、学び
や挑戦を通じて成長し、地域や企業の発展につながる活動を進めてまいります。
　ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務広報委員会委員長　大沼純也（㈱トップサイン）

　通常総会の閉会後、瀧上工業雁宿ホール（半田市福祉文化会館）講堂にて、懇親
会を開催いたしました。当日は、38名もの御来賓の皆様にご参加いただきました。ご多用
の中ご臨席賜りましたこと、心より御礼申し上げます。
　新入会員の記章授与を行い、皆様にご紹介できたことは、大変意義深い機会となりま
した。また、名刺交換を通じて新入会員の顔と名前を知っていただくことで、今後の交流
や繋がりを深める第一歩となる有意義な時間になったと感じております。懇親会を通じ
て、和やかな雰囲気の中で親睦を深める事ができ、青年部活動へのご理解をさらに深め
ていただく場にもなりました。ご参加いただきました御来賓の皆様、そしてご参加いただい
た全ての皆様に、改めて深く感謝申し上げます。 地域委員会委員長　松田秀星（東洋印刷㈱）

　　　　　　

令和8年度スローガン　笑顔つないで新しい一歩

令和8年度通常総会＆懇親会
総会/事業計画、収支予算、スローガン承認可決

令和8年度スローガン
今を楽しみ、未来を描く

　女性会では今年度のこどもみらい応援事業、“作って食べて学ぶ、おいしい防災教室“を開催しました。
　５月30日当日は16世帯39人の親子が参加、前半は講師の笠井防災教育考究社の笠井貴洋氏指導の下、新聞紙
22枚を火種とした釜での炊飯と、袋の中にカレーの具材を入れて湯煎で調理するカレーライスを作りました。お皿を汚さ
ず食べられるよう、カレールーの袋にご飯を入れて完成。災害時の食事作りを体験しました。
　後半は笠井氏と、女性会のメンバーでもある半田市社会福祉協議会の松本涼子さんのお話を聞き“わが家の防災会
議シート”を親子で相談しながら埋めていく作業をしました。
地震が起きたらどうする？集まる場所はどこ？防災リュック
に何を入れる？など、まずは自分の命を守ることが第一、も
しもの時に知っておくべきことを確認することが自分や周
りの人を守ることにつながる、とのお話をいただきました。
　参加者からは意識作りのきっかけになった、新聞でご飯
がおいしく炊けるのには驚いたなどの声が聞かれました。
日ごろの備えや家庭での話し合いにつなげていただけた
らと思います。 　
                2030みらいサポート委員会委員長　澤田恵子（㈱沢田工務店）

懇親会/和やかな雰囲気の中、親睦を深める

作って食べて学ぶ、おいしい防災教室

女性会
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本 部
乙 川 支 店
成 岩 支 店
成岩本町出張所

（０５６９）２１-２４１１
（０５６９）２９-１４３１
（０５６９）２３-１３１１
（０５６９）３２-３３１０

本店営業部
新 居 支 店
住吉町駅西支店
はんしん相談プラザ はんしんキャラクター

「だし太郎」
はんしんキャラクター
「まつりちゃん」

Ｐ11
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青年部

LINE 半田YEG
LINE公式アカウント

　4月8日、知多信用金庫ほしざきホールにて令和8年度通常総会を開催しました。
　当日は多くの会員の皆さまにご出席いただき、令和8年度の事業計画、収支予算、そし
てスローガンについて審議を行い、すべて承認されました。
　通常総会は、青年部の1年間の方向性を決める大切な場です。令和8年度スローガン 
「今を楽しみ、未来を描く」 のもと、会員一人ひとりが仲間とのつながりを深めながら、学び
や挑戦を通じて成長し、地域や企業の発展につながる活動を進めてまいります。
　ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務広報委員会委員長　大沼純也（㈱トップサイン）

　通常総会の閉会後、瀧上工業雁宿ホール（半田市福祉文化会館）講堂にて、懇親
会を開催いたしました。当日は、38名もの御来賓の皆様にご参加いただきました。ご多用
の中ご臨席賜りましたこと、心より御礼申し上げます。
　新入会員の記章授与を行い、皆様にご紹介できたことは、大変意義深い機会となりま
した。また、名刺交換を通じて新入会員の顔と名前を知っていただくことで、今後の交流
や繋がりを深める第一歩となる有意義な時間になったと感じております。懇親会を通じ
て、和やかな雰囲気の中で親睦を深める事ができ、青年部活動へのご理解をさらに深め
ていただく場にもなりました。ご参加いただきました御来賓の皆様、そしてご参加いただい
た全ての皆様に、改めて深く感謝申し上げます。 地域委員会委員長　松田秀星（東洋印刷㈱）

　　　　　　

令和8年度スローガン　笑顔つないで新しい一歩

令和8年度通常総会＆懇親会
総会/事業計画、収支予算、スローガン承認可決

令和8年度スローガン
今を楽しみ、未来を描く

　女性会では今年度のこどもみらい応援事業、“作って食べて学ぶ、おいしい防災教室“を開催しました。
　５月30日当日は16世帯39人の親子が参加、前半は講師の笠井防災教育考究社の笠井貴洋氏指導の下、新聞紙
22枚を火種とした釜での炊飯と、袋の中にカレーの具材を入れて湯煎で調理するカレーライスを作りました。お皿を汚さ
ず食べられるよう、カレールーの袋にご飯を入れて完成。災害時の食事作りを体験しました。
　後半は笠井氏と、女性会のメンバーでもある半田市社会福祉協議会の松本涼子さんのお話を聞き“わが家の防災会
議シート”を親子で相談しながら埋めていく作業をしました。
地震が起きたらどうする？集まる場所はどこ？防災リュック
に何を入れる？など、まずは自分の命を守ることが第一、も
しもの時に知っておくべきことを確認することが自分や周
りの人を守ることにつながる、とのお話をいただきました。
　参加者からは意識作りのきっかけになった、新聞でご飯
がおいしく炊けるのには驚いたなどの声が聞かれました。
日ごろの備えや家庭での話し合いにつなげていただけた
らと思います。 　
                2030みらいサポート委員会委員長　澤田恵子（㈱沢田工務店）

懇親会/和やかな雰囲気の中、親睦を深める

作って食べて学ぶ、おいしい防災教室

女性会
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住空間を庭から想像する

豊かで住みよい郷土づくりに貢献する

■本　　　社／ 半田市瑞穂町8丁目7番地８　　TEL.0569-31-0024　FAX.0569-31-0028
■半田事務所／ 半田市瑞穂町5丁目5番地10　 TEL.0569-25-7400　FAX.0569-25-7401
■武豊事務所／ 知多郡武豊町冨貴市場85番2　TEL.0569-74-0270　FAX.0569-74-0271

株式
会社知多土木総合建設業
URL：http://www.chitadoboku.co.jp

〒４７５-０８３６　半田市青山４-２１-５　

総合解体業

0569-21-5789

有限会社 松島商店松

半田市青山1-3-5　青山石川ビル1階　
TEL：0569-21-0039

開業支援　税務相談　自計化補助

各種相談承ります

前田公認会計士・税理士事務所

商工会議所を活用しませんか？
皆さま、商工会議所をどのくらい活用されていますか？ 「入っているけれど、あまり利用していない」という方もいらっしゃるので
はないでしょうか。しかし実際には、経営のヒントや支援につながるサービスが数多くあります。
創業・経営相談、補助金や助成金の情報提供、セミナーの開催、専門家による税務・労務相談など、事業の課題解決に役立つ取
り組みを幅広く行っています。人手不足、物価高騰、デジタル化対応など、変化の多い今だからこそ、「相談できる場」が心強い支
えになります。「本当に役に立つの？」と思われた方のために、実際に商工会議所を活用している会員さんの声をご紹介します。
ぜひ参考にしてみてください。

青年部に12年所属し45歳で卒業、現在は女性会で5年目になります。多様な価値観に触れ、人との関わり方や物事の
進め方について気づきを得てきました。女性会では「2030みらいサポート委員会」委員長を経て、現在はSNS活用等に
よる会広報を担う広報委員長2年目として、婚活事業にも携わっています。また子ども食堂に10年関わり、地域の子ども
たちと過ごす時間をライフワークとしています。この思いは女性会の「こどもみらい応援事業」にもつながっています。

広告業界歴35年の夫は広告制作会社勤務を経て独立し、現在は夫婦で広告制作業を営ん
でいます。
私は制作の現場で、デザインや技術力以上に、お客様の成果に寄り添う「伴走者としての信
頼関係」を大切にし、必要に応じて踏み込んだ提案も行っています。ご縁に支えられて今があ
ることに感謝し、これからも一つひとつの出会いを大切に重ねてまいります。
（画像は昨年度開催した女性会創立20周年記念事業の記念誌です。こちらの企画・制作を
担当させていただきました。）

活動していかがでしたか？

事業所PRをどうぞ！

団体（青年部・女性会）とは
青年部…若手経営者・後継者・幹部社員のための、異業種交流団体で、自己研鑽・人的ネットワークの広がりが魅力です。
女性会…地域貢献や学びの場を共有することで地域に根差した友情を育みます。
　　　　※どちらの団体も、会社の代表だけでなく役員・従業員の方の入会が可能です。

業務課/団体（青年部・女性会）

compass広告のコンパス
半田市半田市青山5-7-4　　　　
090-3156-6740　＜代表者名＞ 小川智靖

中小企業相談所/半田市商業施設助成事業

半田市商業施設助成事業とは
半田市の中心市街地及び鉄道駅周辺等の対象区域において、戦略的な商業集積を図るため、商業施設の新設又は改装工事
をされる方に対する補助制度です。本事業は半田商工会議所が商業施設の新設・改修工事費の一部を支援します。

 （有）はなふく

商業施設補助金を活用して外装を刷新したことで、店舗の視認性が向上し、多くのお客様に認知していただけるようにな
りました。外観デザインの統一によりブランドイメージも強化され、新規来店者の増加や店舗への信頼感向上につながっ
たと実感しています。

季節の花々や観葉植物、贈答用フラワーギフトを取り扱う花屋です。お客様のご要望に合わ
せたアレンジメントや花束を、心を込めてお作りし、大切な記念日や日常に彩りをお届けします。
地域に愛されるお店を目指し、丁寧な接客と品質にこだわっています。

活用していかがでしたか？

事業所PRをどうぞ！

半田市北二ツ坂町1-10-10
0569-26-1768    ＜代表者名＞ 森下達夫

　＜入会者＞ 小川彰子
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住空間を庭から想像する

豊かで住みよい郷土づくりに貢献する

■本　　　社／ 半田市瑞穂町8丁目7番地８　　TEL.0569-31-0024　FAX.0569-31-0028
■半田事務所／ 半田市瑞穂町5丁目5番地10　 TEL.0569-25-7400　FAX.0569-25-7401
■武豊事務所／ 知多郡武豊町冨貴市場85番2　TEL.0569-74-0270　FAX.0569-74-0271

株式
会社知多土木総合建設業
URL：http://www.chitadoboku.co.jp

〒４７５-０８３６　半田市青山４-２１-５　

総合解体業

0569-21-5789

有限会社 松島商店松

半田市青山1-3-5　青山石川ビル1階　
TEL：0569-21-0039

開業支援　税務相談　自計化補助

各種相談承ります

前田公認会計士・税理士事務所

商工会議所を活用しませんか？
皆さま、商工会議所をどのくらい活用されていますか？ 「入っているけれど、あまり利用していない」という方もいらっしゃるので
はないでしょうか。しかし実際には、経営のヒントや支援につながるサービスが数多くあります。
創業・経営相談、補助金や助成金の情報提供、セミナーの開催、専門家による税務・労務相談など、事業の課題解決に役立つ取
り組みを幅広く行っています。人手不足、物価高騰、デジタル化対応など、変化の多い今だからこそ、「相談できる場」が心強い支
えになります。「本当に役に立つの？」と思われた方のために、実際に商工会議所を活用している会員さんの声をご紹介します。
ぜひ参考にしてみてください。

青年部に12年所属し45歳で卒業、現在は女性会で5年目になります。多様な価値観に触れ、人との関わり方や物事の
進め方について気づきを得てきました。女性会では「2030みらいサポート委員会」委員長を経て、現在はSNS活用等に
よる会広報を担う広報委員長2年目として、婚活事業にも携わっています。また子ども食堂に10年関わり、地域の子ども
たちと過ごす時間をライフワークとしています。この思いは女性会の「こどもみらい応援事業」にもつながっています。

広告業界歴35年の夫は広告制作会社勤務を経て独立し、現在は夫婦で広告制作業を営ん
でいます。
私は制作の現場で、デザインや技術力以上に、お客様の成果に寄り添う「伴走者としての信
頼関係」を大切にし、必要に応じて踏み込んだ提案も行っています。ご縁に支えられて今があ
ることに感謝し、これからも一つひとつの出会いを大切に重ねてまいります。
（画像は昨年度開催した女性会創立20周年記念事業の記念誌です。こちらの企画・制作を
担当させていただきました。）

活動していかがでしたか？

事業所PRをどうぞ！

団体（青年部・女性会）とは
青年部…若手経営者・後継者・幹部社員のための、異業種交流団体で、自己研鑽・人的ネットワークの広がりが魅力です。
女性会…地域貢献や学びの場を共有することで地域に根差した友情を育みます。
　　　　※どちらの団体も、会社の代表だけでなく役員・従業員の方の入会が可能です。

業務課/団体（青年部・女性会）

compass広告のコンパス
半田市青山5-7-4　　　　
090-3156-6740　＜代表者名＞ 小川智靖　　＜入会者＞ 小川彰子

中小企業相談所/半田市商業施設助成事業

半田市商業施設助成事業とは
半田市の中心市街地及び鉄道駅周辺等の対象区域において、戦略的な商業集積を図るため、商業施設の新設又は改装工事
をされる方に対する補助制度です。本事業は半田商工会議所が商業施設の新設・改修工事費の一部を支援します。

 （有）はなふく

商業施設補助金を活用して外装を刷新したことで、店舗の視認性が向上し、多くのお客様に認知していただけるようにな
りました。外観デザインの統一によりブランドイメージも強化され、新規来店者の増加や店舗への信頼感向上につながっ
たと実感しています。

季節の花々や観葉植物、贈答用フラワーギフトを取り扱う花屋です。お客様のご要望に合わ
せたアレンジメントや花束を、心を込めてお作りし、大切な記念日や日常に彩りをお届けします。
地域に愛されるお店を目指し、丁寧な接客と品質にこだわっています。

活用していかがでしたか？

事業所PRをどうぞ！

半田市北二ツ坂町1-10-10
0569-26-1768    ＜代表者名＞ 森下達夫
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就任・会議所の動き・ご案内 詳しい報告内容は
当所HP 新着情報へ▶

部会長／沢田美稲（知多味噌溜醤油工業㈿）

　令和8年度総会を開催し、会員、来賓ら21名が出席し
た。令和7年度事業報告・収支決算、令和8年度事業計画・
収支予算を承認。令和8・9年度の幹事4名、代表幹事を選
任した。総会終了後は懇親会に移り、小塚永生半田市亀
崎六区長ら来賓を交え懇親を深めた。
※新幹事は下記の通り（敬称略、
任期：令和8年6月～令和10年5月）
【代表幹事】
　永田智廣（愛鋼㈱）
【幹事】
　木村　聡（㈱興和工業所）
　丹羽勇気（リンタツ㈱）　
【会計監事】 一ノ瀬敬之（㈱SUBARU）

令和８年度総会を開催
潮干会5/15

令和8年度アルコール専門相談
愛知県半田保健所

開放特許マッチングイベントを開催します！ご案内

ご案内

　半田市役所にて「令和8年度知多半島観光圏協議会通
常総会」を開催した。総会では、令和7年度事業実績報告
及び決算、令和8年度事業計画及び予算などについて審
議が行われ、全議案が承認された。また、規約の一部改正
についても承認された。
 当日の協議事項は、以下の通り。
・第1号議案：規約の一部改
　正について
・第2号議案：令和7年度事
　業実績報告及び令和7年
　度決算について
・第3号議案：令和8年度事
　業計画及び令和8年度予算について

通常総会を開催
知多半島観光圏協議会5/22

　（公財）あいち産業振興機構では、大企業等の特許技術を活用した中小企業の皆様の、新製品開発・新事業創出を支援する知
財ビジネスマッチングに取り組んでいます。今回、この取り組みを県内の中小企業の皆様に幅広く周知するとともにマッチングの支援
を拡充するため、「開放特許マッチングイベント」（主催：中日信用金庫・あいち産業振興機構）を開催いたします。ぜひご参加ください！

　当日は会員企業から14社・22名が参加し、各事業所から
津波緊急避難場所である「半田市学校給食センター」への
避難経路や所要時間を実際に確認しながら移動する、実践
的な形式で実施された。全員が到着した同センターでは、津
波緊急避難場所（屋上）を確認・共有した。
　その後に行われた施設見
学会では、毎日多くの給食を
衛生的かつ安全に調理して
いる設備を視察。地域の安心
安全を支えるインフラへの理
解を深める、有意義な機会と
なった。

津波避難訓練・半田市学校給食センター見学会を開催
日東会5/18

代表幹事／丹村州宏（昭永ケミカル㈱半田工場）

当所は5月20日、常議員会を開催。
会議では、令和7年度事業報告・収支決算等について審議。
各議案とも原案通り承認され、5月29日開催の、通常議員総会に上程・報告を行った。
また、出席された部会長・委員長からは、それぞれの部会・委員会活動における進捗状況が
報告された。

　　協議事項
　　　第1号議案 ： 令和7年度事業報告について
　　　第2号議案 ： 令和7年度収支決算について
　　　第3号議案 ： 会員の入退会について
　　　第4号議案 ： 特定商工業者負担金の賦課について

常議員会を開催　
議員総会上程議案を協議

5/20
　会員、関係機関より100名余が出席。議事では、令和7
年度事業報告・収支決算、令和8年度事業計画・収支予算
がそれぞれ承認された。
　長田和徳会長（碧南商工会議所会頭）は挨拶で、「衣浦
港は経済の下支えとなる港湾。よりよい港湾になるよう要望
活動を継続していく」と述べら
れた。
　また、通常総会に先立ち行
われた理事会では、通常総会
への提出議案を審議。円滑な
総会の運営に備えた。（当団
体事務局は碧南商工会議
所、当所が2年毎の輪番制で運営）

通常総会を開催
衣浦港振興会5/27

　徳倉建設㈱管理地内にて、集団献血会を実施した。
 本活動は、日東会が社会貢献活動の一環として例年この
時期に実施しているものであり、今回も愛知県赤十字血液
センターの協力のもとで開催された。
 当日は晴天となり、初夏の気候の中で行われた。会員企業
より38名の従業員が参加し、
合計61単位の採血が行われ
た。今回の献血会において
も、会員各社による協力が得
られた。

2026集団献血を実施
日東会5/13

代表幹事／丹村州宏（昭永ケミカル㈱半田工場）

【開 催 日】令和８年７月21日（火）、22日（水）、28日（火）、29日（水）、30日（木）、31日（金）
【開催方法】ＺｏｏｍによるＷｅｂ開催
【参加対象】大企業の「開放特許」を自社製品開発や既存製品の付加価値向上に活用したいと考える
                 県内中小企業の経営者、開発担当者等
【参 加 費】無料
【個別相談】50分／回
【シーズ企業】当機構ホームページのシーズ情報から相談したいシーズをお選びください。
　　　　　　〇詳細はこちら　https://www.aibsc.jp/support/9489/
【お問合わせ】（公財）あいち産業振興機構 新事業支援部 知的財産活用グループ　
　      　　　TEL/052-715-3074（ダイヤルイン）　FAX/052-563-1438

当選回数：5回
所属会派：創造みらい半田
前歴：議長、副議長他

議長
澤田　勝 氏

㈲ライフコーポレーション
代表取締役

幹事：稲生貴行
㈱稲生商会
代表取締役

半田ライオンズクラブ
会長

酒井 磨毅 氏

当選回数：２回
所属会派：創造みらい半田
前歴：議会運営委員会委員長他

副議長
芳金 秀展 氏

手島法律事務所
所長

幹事：榊原　英
㈲大和木型製作所
代表取締役

半田南ロータリークラブ
会長

手島 嘉宏 氏

知多印刷㈱
代表取締役

幹事：森川栄二
安全タクシー㈱
代表取締役社長

半田ロータリークラブ
会長

酒井 良輔 氏

半田市議会

不適切な飲酒によるアルコール問題は、家族への深刻な影
響をはじめ、飲酒運転や自殺等重大な問題にもつながること
があります。半田保健所では精神科医師・酒害相談員が個
別に話をうかがいます。御本人だけでなく、御家族のみで相
談も可能です。秘密は守られます。ぜひご利用ください。

日時：令和８年７月１０日（金）、１０月２２日（木）
　　　令和９年１月２２日（金）　いずれも午後開催
場所：愛知県半田保健所　令和９年は美浜駐在

健康支援課 こころの健康推進グループ（平出）
TEL/０５６９‒２１‒３３４０まで、予約をお願いします

5/15就任

任期：2026年7月～2027年6月
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就任・会議所の動き・ご案内 詳しい報告内容は
当所HP 新着情報へ▶

部会長／沢田美稲（知多味噌溜醤油工業㈿）

　令和8年度総会を開催し、会員、来賓ら21名が出席し
た。令和7年度事業報告・収支決算、令和8年度事業計画・
収支予算を承認。令和8・9年度の幹事4名、代表幹事を選
任した。総会終了後は懇親会に移り、小塚永生半田市亀
崎六区長ら来賓を交え懇親を深めた。
※新幹事は下記の通り（敬称略、
任期：令和8年6月～令和10年5月）
【代表幹事】
　永田智廣（愛鋼㈱）
【幹事】
　木村　聡（㈱興和工業所）
　丹羽勇気（リンタツ㈱）　
【会計監事】 一ノ瀬敬之（㈱SUBARU）

令和８年度総会を開催
潮干会5/15

令和8年度アルコール専門相談
愛知県半田保健所

開放特許マッチングイベントを開催します！ご案内

ご案内

　半田市役所にて「令和8年度知多半島観光圏協議会通
常総会」を開催した。総会では、令和7年度事業実績報告
及び決算、令和8年度事業計画及び予算などについて審
議が行われ、全議案が承認された。また、規約の一部改正
についても承認された。
 当日の協議事項は、以下の通り。
・第1号議案：規約の一部改
正について

・第2号議案：令和7年度事業
実績報告及び令和7年度決
算について

・第3号議案：令和8年度事　
業計画及び令和8年度予算について

通常総会を開催
知多半島観光圏協議会5/22

　（公財）あいち産業振興機構では、大企業等の特許技術を活用した中小企業の皆様の、新製品開発・新事業創出を支援する知
財ビジネスマッチングに取り組んでいます。今回、この取り組みを県内の中小企業の皆様に幅広く周知するとともにマッチングの支援
を拡充するため、「開放特許マッチングイベント」（主催：中日信用金庫・あいち産業振興機構）を開催いたします。ぜひご参加ください！

　当日は会員企業から14社・22名が参加し、各事業所から
津波緊急避難場所である「半田市学校給食センター」への
避難経路や所要時間を実際に確認しながら移動する、実践
的な形式で実施された。全員が到着した同センターでは、津
波緊急避難場所（屋上）を確認・共有した。
　その後に行われた施設見
学会では、毎日多くの給食を
衛生的かつ安全に調理して
いる設備を視察。地域の安心
安全を支えるインフラへの理
解を深める、有意義な機会と
なった。

津波避難訓練・半田市学校給食センター見学会を開催
日東会5/18

代表幹事／丹村州宏（昭永ケミカル㈱半田工場）

当所は5月20日、常議員会を開催。
会議では、令和7年度事業報告・収支決算等について審議。
各議案とも原案通り承認され、5月29日開催の、通常議員総会に上程・報告を行った。
また、出席された部会長・委員長からは、それぞれの部会・委員会活動における進捗状況が
報告された。

　　協議事項
　　　第1号議案 ： 令和7年度事業報告について
　　　第2号議案 ： 令和7年度収支決算について
　　　第3号議案 ： 会員の入退会について
　　　第4号議案 ： 特定商工業者負担金の賦課について

常議員会を開催　
議員総会上程議案を協議

5/20
　会員、関係機関より100名余が出席。議事では、令和7
年度事業報告・収支決算、令和8年度事業計画・収支予算
がそれぞれ承認された。
　長田和徳会長（碧南商工会議所会頭）は挨拶で、「衣浦
港は経済の下支えとなる港湾。よりよい港湾になるよう要望
活動を継続していく」と述べら
れた。
　また、通常総会に先立ち行
われた理事会では、通常総会
への提出議案を審議。円滑な
総会の運営に備えた。（当団
体事務局は碧南商工会議
所、当所が2年毎の輪番制で運営）

通常総会を開催
衣浦港振興会5/27

　徳倉建設㈱管理地内にて、集団献血会を実施した。
 本活動は、日東会が社会貢献活動の一環として例年この
時期に実施しているものであり、今回も愛知県赤十字血液
センターの協力のもとで開催された。
 当日は晴天となり、初夏の気候の中で行われた。会員企業
より38名の従業員が参加し、
合計61単位の採血が行われ
た。今回の献血会において
も、会員各社による協力が得
られた。

2026集団献血を実施
日東会5/13

代表幹事／丹村州宏（昭永ケミカル㈱半田工場）

【開 催 日】令和８年７月21日（火）、22日（水）、28日（火）、29日（水）、30日（木）、31日（金）
【開催方法】ＺｏｏｍによるＷｅｂ開催
【参加対象】大企業の「開放特許」を自社製品開発や既存製品の付加価値向上に活用したいと考える
                 県内中小企業の経営者、開発担当者等
【参 加 費】無料
【個別相談】50分／回
【シーズ企業】当機構ホームページのシーズ情報から相談したいシーズをお選びください。
　　　　　　〇詳細はこちら　https://www.aibsc.jp/support/9489/
【お問合わせ】（公財）あいち産業振興機構 新事業支援部 知的財産活用グループ　
　      　　　TEL/052-715-3074（ダイヤルイン）　FAX/052-563-1438

当選回数：5回
所属会派：創造みらい半田
前歴：議長、副議長他

議長
澤田　勝 氏

㈲ライフコーポレーション
代表取締役

幹事：稲生貴行
㈱稲生商会
代表取締役

半田ライオンズクラブ
会長

酒井 磨毅 氏

当選回数：２回
所属会派：創造みらい半田
前歴：議会運営委員会委員長他

副議長
芳金 秀展 氏

手島法律事務所
所長

幹事：榊原　英
㈲大和木型製作所
代表取締役

半田南ロータリークラブ
会長

手島 嘉宏 氏

知多印刷㈱
代表取締役

幹事：森川栄二
安全タクシー㈱
代表取締役社長

半田ロータリークラブ
会長

酒井 良輔 氏

半田市議会

不適切な飲酒によるアルコール問題は、家族への深刻な影
響をはじめ、飲酒運転や自殺等重大な問題にもつながること
があります。半田保健所では精神科医師・酒害相談員が個
別に話をうかがいます。御本人だけでなく、御家族のみで相
談も可能です。秘密は守られます。ぜひご利用ください。

日時：令和８年７月１０日（金）、１０月２２日（木）
　　　令和９年１月２２日（金）　いずれも午後開催
場所：愛知県半田保健所　令和９年は美浜駐在

健康支援課 こころの健康推進グループ（平出）
TEL/０５６９‒２１‒３３４０まで、予約をお願いします

5/15就任

任期：2026年7月～2027年6月
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登場者募集中！ あなたの周りに輝いている方はいらっしゃいませんか ！ 男性・女性・自薦・他薦は問いません。
ご連絡をお待ちしています。 TEL.21-0311(広報チーム）

新美 晃太郎さん　　

　LINE ARROWは「日常に輝く道しるべ」をコンセプトに、世の中に潜む美し
い形や風景を切り取り、小さく精巧なシルバーアクセサリーへと仕立てていま
す。シンプルでありながら洗練されたデザインは、性別年齢を問わずたくさんの
方にご好評いただいております。そんなブランドが生まれたのはつい去年の夏
のこと。人生のターニングポイントでした。ものづくりが昔から好きだったことか
ら自動車部品メーカーの技術職に就職。当時アクセサリーは全く興味はなく、
休日は暇さえあればバイクでツーリングやキャンプをする日々。長期休暇には
北海道や九州へもバイクで行ってしまうような技術者兼旅人でした。
　そんなある日、親から「最近はアクセサリーも3Dプリンターみたいな工作機
械を使った製造が広まってきている」と聞き、興味本位で調べてみました。た
だ当時の自分の機械と技術では主流の製造方法はできず諦めました…で終
わらないのが技術者の性で、勤め先の自動車製造技術と当時趣味で始めた
3Ｄプリンターを活用したところ、本当にシルバーアクセサリーができてしまいま
した。画面の中のものがシルバーアクセサリーとして実体化できた感動に胸
がときめきました。その時初めて作ったシルバーアクセサリーは、大分を旅した
時に鍾乳洞で見かけたダイビングの道具を元にアレンジしたデザインでした。
三角形の輪郭で、ロープを通して出口を指し示す道具で「LINE ARROW」と
いう名前だそうです。自分の作るシルバーアクセサリーも人に輝く方向を示す
道しるべになるようにと意味を込め、この道具を屋号とシンボルマークとして活
動しようと決めました。
　趣味で製作していくうちに、自分の中で完結させず、もっとファッションが好
きな人に着けてもらいたいと夢見るようになりましたが、仕事との両立は現実
的ではありませんでした。そこで技術者に戻れる命綱として国家資格を取得
後退社し、思い切って宝飾業界へ飛び込むことにしました。学生の時、親の
反対を押し切ってヒッチハイクを敢行したり無断でバイクを購入したりと、興味
を示すものに対しての決断と行動力は、人一倍の自分にとってこの決断も迷
いはありませんでした。
　技術者から転身するきっかけは他にもいくつかありましたがその中の一つ
が起業支援を行う公共施設コココリンの設立でした。当時ものづくり以外素
人だったため、起業相談やセミナーを通して事業に必要な情報収集に活用さ
せていただきました。また同施設で委託販売もさせていただき、商品のライン
ナップや見せ方を実践的に学ばせていただきました。その成果もあってか、初
めてのマルシェ出店は小雨だったにもかかわらず、たくさんの方がお店に足を
運び作品を選んでくださいました。誰も来なかったらどうしようと最初は不安で
したが、お客様の耳元や首元で輝く作品とお客様の嬉しそうな表情を見て、
初めて自分の活動が誰かのためになったと救われた気持ちになりました。
　地道な活動の甲斐もあり、リピーターさんが時々差し入れをくださったり、学
生時代の同級生や後輩が遊びに来てくれたりと、少しずつお店を中心にコミ
ュニケーションが生まれ始めています。作品製作が孤独との闘いなだけに、イ

ベントでのそういった励ましや優しさが心に染みます。
　作品は世の中に潜む“美しい”形や風景を題材にしています。登山の時に
眺めた北アルプスの山並み、きれいな線を引く万年筆、水族館で優雅に泳ぐ
マンタ。その感性に刺さった物体の「美しさ」の正体って何なんだろう？という
問いに対してピクトグラムのように抽象化し銀一色で表現することで、整理さ
れた情報の中から自分なりの答えを導き出す。そして最終的にアクセサリーに
仕立てることでお客様にもその「美しさ」が伝わるようにしています。
　また技術者時代は1/1000㎜の寸法と戦っていたこともあり、シルバーア
クセサリーでも同じように寸法や重量、重心を厳しく管理しています。マルシェ
などでお客様の声をお聞きする中で分かったのですが、そういった当たり前だ
と思っていた品質管理が、実は精巧さや統一感といったブランドのこだわりと
してお客様に伝わり手に取っていただくきっかけになっていたようで、ものづく
りの面白さをまた一つ知ることができました。そんな生活の軸が作家活動にな
り時間があれば作業したいという日々に、それまで毎週末乗っていたバイクに
乗りたくても乗るのを許せない自分がいました。
　どうすればバイクに乗るのを許せるだろうか…「そうだ、バイクに出店道具全
部積んでしまおう」と普通の人はならないと思います。限られた積載量と重量
増加によるバイク操作の難しさがありますし、何より前例がないことですが、日
本をバイクで3周も旅した経験からか何となくできる自信があり、発想から1ヶ
月で本当に実現させてしまいました。
　今年の3月からバイク出店をスタートし、シル
バーアクセサリーだけでなく、バイク目当ての方
も来ていただけるようになりました。バイクが立
派な客寄せパンダになってくれて、子どもたちか
らのかっこいい！の声は何だかヒーローになった
みたいでうれしいですね。5月に京都の平安神
宮の前で出店した際は海外の旅行者の方々に
も絶賛いただけたのが想定外の喜びでした。
　これからさらに本格的なジュエリーを作れるよ
うになるため、今は作家活動をやりながら専門学校で宝飾品製作の基礎を学
んでいます。さらにこの一年の活動の集大成として、7月初旬には全国からジ
ュエリーブランドや作家が東京に集結する国内最大の宝飾イベント「JAPAN 
JEWELRY FES」への出店を予定しています。少し背伸びをして失敗するこ
ともあります。しかし日々の挑戦は、ブランドも私自身も確かな成長へと導いて
くれています。お客様にこのブランドを選んでよかったと思っていただけるよう、
妥協のない作品制作と精一杯のおもてなしと感謝を忘れずにこれからも精進
してまいります。
 そしてこの日常の輝きを全国へ届けられるよう、大好きな愛車とこれからまた
日本各地を駆け巡ります。

走り出す、輝きを届けに

とーくさろん

　■ mail : linearrow213@gmail.com　
　■ tel : 090-3444-5500　　　　　　　　

Instagram Online Shop半田商工会議所
公式LINE

事業を続けていくうえで、信頼できる相談先や、地域の情報を知ることはとても大切です。そんなときに
心強い味方となるのが「商工会議所」です。商工会議所では、経営や資金に関する相談、売上アップのた
めのアドバイス、助成金や補助金の案内、さらに経営に役立つセミナーなど、たくさんのサポートを受け
ることができます。
地域でがんばる事業所の皆様を、商工会議所は全力で応援します。専務理事　小柳　厚

モーニング・ランチ・デザートを気軽に
ゆっくり味わえる当会館1階の喫茶
「白雲」です。笑顔で、皆様のご来店
をお待ちしております。

※この画像は、生成AIを利用して似顔絵を作成してみました。
　実際の人物と異なる場合がございますが、
　ぜひ会議所をご利用の際には、お確かめください！

□□ □
□
□ □

□ □
ヒト・モノ・カネ・情報について相談したい　　補助金について聞いてみたい　　異業種交流をしたい
販路拡大を目指したい　　自己研鑽・人材育成したい　　記帳指導を受けたい
地域活性化（まちづくり）について知りたい　　経営に役立つ情報を知りたい

◆こんなことに悩んでいませんか？

経営に関するさまざまなお悩みについて、
私たち中小企業相談所へお気軽にご相談ください。
職員一同親身になってご対応させていただきます。

常議員会・議員総会の運営、会員事
業所の管理業務全般をはじめ、簿
記・珠算を中心とした各種検定試験

への対応、原産地証明書の発給、貸室管理など、多岐に
わたる会員サービスを提供しております。
併せて、経理・庶務全般も担当しています。何かお困りごと
やご相談がありましたら、お気軽にお声がけください！

会員事業所限定で加入できる生命保険の「あおぞら共済」。
退職金の準備に役立つ「特定退職金共済」や、労災保険・雇
用保険を適切に管理できる「労働保険事務組合業務」を取り

扱っています。また、定期健康診断や人間ドックのご案内も行っており、従業員の健
康維持もサポートいたします。皆さまにとって、従業員の福利厚生を充実させること
は、職場の信頼感向上にもつながります。ぜひ、ご活用ください。

森　啓貴（課長）

地域でがんばる事業所の皆さんを、
商工会議所は全力で応援しています。職員紹介

間瀬花夢音大島菜乃 佐藤由香

加藤由香恵 菊池幸世 藤井悠美 吉村涼子

吉田英子伊藤由香 上田信子

榊原鉄平（係長）

濱島千尋（指導係長） 井島直亮竹内圭志（所長） 中満信宏（指導係長） 中村稔晴（参与）

岩橋仁美

伊藤七海　

大岩咲紀 川口恭子

TEA & COFFEE

中小企業相談所

福祉共済課業務課
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半田商工会議所様 _W210mm × H297mm地
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K登場者募集中！ あなたの周りに輝いている方はいらっしゃいませんか ！ 男性・女性・自薦・他薦は問いません。

ご連絡をお待ちしています。 TEL.21-0311(広報チーム）

新美 晃太郎さん　　

　LINE ARROWは「日常に輝く道しるべ」をコンセプトに、世の中に潜む美し
い形や風景を切り取り、小さく精巧なシルバーアクセサリーへと仕立てていま
す。シンプルでありながら洗練されたデザインは、性別年齢を問わずたくさんの
方にご好評いただいております。そんなブランドが生まれたのはつい去年の夏
のこと。人生のターニングポイントでした。ものづくりが昔から好きだったことか
ら自動車部品メーカーの技術職に就職。当時アクセサリーは全く興味はなく、
休日は暇さえあればバイクでツーリングやキャンプをする日々。長期休暇には
北海道や九州へもバイクで行ってしまうような技術者兼旅人でした。
　そんなある日、親から「最近はアクセサリーも3Dプリンターみたいな工作機
械を使った製造が広まってきている」と聞き、興味本位で調べてみました。た
だ当時の自分の機械と技術では主流の製造方法はできず諦めました…で終
わらないのが技術者の性で、勤め先の自動車製造技術と当時趣味で始めた
3Ｄプリンターを活用したところ、本当にシルバーアクセサリーができてしまいま
した。画面の中のものがシルバーアクセサリーとして実体化できた感動に胸
がときめきました。その時初めて作ったシルバーアクセサリーは、大分を旅した
時に鍾乳洞で見かけたダイビングの道具を元にアレンジしたデザインでした。
三角形の輪郭で、ロープを通して出口を指し示す道具で「LINE ARROW」と
いう名前だそうです。自分の作るシルバーアクセサリーも人に輝く方向を示す
道しるべになるようにと意味を込め、この道具を屋号とシンボルマークとして活
動しようと決めました。
　趣味で製作していくうちに、自分の中で完結させず、もっとファッションが好
きな人に着けてもらいたいと夢見るようになりましたが、仕事との両立は現実
的ではありませんでした。そこで技術者に戻れる命綱として国家資格を取得
後退社し、思い切って宝飾業界へ飛び込むことにしました。学生の時、親の
反対を押し切ってヒッチハイクを敢行したり無断でバイクを購入したりと、興味
を示すものに対しての決断と行動力は、人一倍の自分にとってこの決断も迷
いはありませんでした。
　技術者から転身するきっかけは他にもいくつかありましたがその中の一つ
が起業支援を行う公共施設コココリンの設立でした。当時ものづくり以外素
人だったため、起業相談やセミナーを通して事業に必要な情報収集に活用さ
せていただきました。また同施設で委託販売もさせていただき、商品のライン
ナップや見せ方を実践的に学ばせていただきました。その成果もあってか、初
めてのマルシェ出店は小雨だったにもかかわらず、たくさんの方がお店に足を
運び作品を選んでくださいました。誰も来なかったらどうしようと最初は不安で
したが、お客様の耳元や首元で輝く作品とお客様の嬉しそうな表情を見て、
初めて自分の活動が誰かのためになったと救われた気持ちになりました。
　地道な活動の甲斐もあり、リピーターさんが時々差し入れをくださったり、学
生時代の同級生や後輩が遊びに来てくれたりと、少しずつお店を中心にコミ
ュニケーションが生まれ始めています。作品製作が孤独との闘いなだけに、イ

ベントでのそういった励ましや優しさが心に染みます。
　作品は世の中に潜む“美しい”形や風景を題材にしています。登山の時に
眺めた北アルプスの山並み、きれいな線を引く万年筆、水族館で優雅に泳ぐ
マンタ。その感性に刺さった物体の「美しさ」の正体って何なんだろう？という
問いに対してピクトグラムのように抽象化し銀一色で表現することで、整理さ
れた情報の中から自分なりの答えを導き出す。そして最終的にアクセサリーに
仕立てることでお客様にもその「美しさ」が伝わるようにしています。
　また技術者時代は1/1000㎜の寸法と戦っていたこともあり、シルバーア
クセサリーでも同じように寸法や重量、重心を厳しく管理しています。マルシェ
などでお客様の声をお聞きする中で分かったのですが、そういった当たり前だ
と思っていた品質管理が、実は精巧さや統一感といったブランドのこだわりと
してお客様に伝わり手に取っていただくきっかけになっていたようで、ものづく
りの面白さをまた一つ知ることができました。そんな生活の軸が作家活動にな
り時間があれば作業したいという日々に、それまで毎週末乗っていたバイクに
乗りたくても乗るのを許せない自分がいました。
　どうすればバイクに乗るのを許せるだろうか…「そうだ、バイクに出店道具全
部積んでしまおう」と普通の人はならないと思います。限られた積載量と重量
増加によるバイク操作の難しさがありますし、何より前例がないことですが、日
本をバイクで3周も旅した経験からか何となくできる自信があり、発想から1ヶ
月で本当に実現させてしまいました。
　今年の3月からバイク出店をスタートし、シル
バーアクセサリーだけでなく、バイク目当ての方
も来ていただけるようになりました。バイクが立
派な客寄せパンダになってくれて、子どもたちか
らのかっこいい！の声は何だかヒーローになった
みたいでうれしいですね。5月に京都の平安神
宮の前で出店した際は海外の旅行者の方々に
も絶賛いただけたのが想定外の喜びでした。
　これからさらに本格的なジュエリーを作れるよ
うになるため、今は作家活動をやりながら専門学校で宝飾品製作の基礎を学
んでいます。さらにこの一年の活動の集大成として、7月初旬には全国からジ
ュエリーブランドや作家が東京に集結する国内最大の宝飾イベント「JAPAN 
JEWELRY FES」への出店を予定しています。少し背伸びをして失敗するこ
ともあります。しかし日々の挑戦は、ブランドも私自身も確かな成長へと導いて
くれています。お客様にこのブランドを選んでよかったと思っていただけるよう、
妥協のない作品制作と精一杯のおもてなしと感謝を忘れずにこれからも精進
してまいります。
 そしてこの日常の輝きを全国へ届けられるよう、大好きな愛車とこれからまた
日本各地を駆け巡ります。

走り出す、輝きを届けに

とーくさろん

　■ mail : linearrow213@gmail.com　
　■ tel : 090-3444-5500　　　　　　　　

Instagram Online Shop半田商工会議所
公式LINE

事業を続けていくうえで、信頼できる相談先や、地域の情報を知ることはとても大切です。そんなときに
心強い味方となるのが「商工会議所」です。商工会議所では、経営や資金に関する相談、売上アップのた
めのアドバイス、助成金や補助金の案内、さらに経営に役立つセミナーなど、たくさんのサポートを受け
ることができます。
地域でがんばる事業所の皆様を、商工会議所は全力で応援します。専務理事　小柳　厚

モーニング・ランチ・デザートを気軽に
ゆっくり味わえる当会館1階の喫茶
「白雲」です。笑顔で、皆様のご来店
をお待ちしております。

※この画像は、生成AIを利用して似顔絵を作成してみました。
　実際の人物と異なる場合がございますが、
　ぜひ会議所をご利用の際には、確かめてみてください！

□□ □
□
□ □

□ □
ヒト・モノ・カネ・情報について相談したい　　補助金について聞いてみたい　　異業種交流をしたい
販路拡大を目指したい　　自己研鑽・人材育成したい　　記帳指導を受けたい
地域活性化（まちづくり）について知りたい　　経営に役立つ情報を知りたい

◆こんなことに悩んでいませんか？

経営に関するさまざまなお悩みについて、
私たち中小企業相談所へお気軽にご相談ください。
職員一同親身になってご対応させていただきます。

常議員会・議員総会の運営、会員事
業所の管理業務全般をはじめ、簿
記・珠算を中心とした各種検定試験

への対応、原産地証明書の発給、貸室管理など、多岐に
わたる会員サービスを提供しております。
併せて、経理・庶務全般も担当しています。何かお困りごと
やご相談がありましたら、お気軽にお声がけください！

会員事業所限定で加入できる生命保険の「あおぞら共済」。
退職金の準備に役立つ「特定退職金共済」や、労災保険・雇
用保険を適切に管理できる「労働保険事務組合業務」を取り

扱っています。また、定期健康診断や人間ドックのご案内も行っており、従業員の健
康維持もサポートいたします。皆さまにとって、従業員の福利厚生を充実させること
は、職場の信頼感向上にもつながります。ぜひ、ご活用ください。

森　啓貴（課長）

地域でがんばる事業所の皆さんを、
商工会議所は全力で応援しています。職員紹介

間瀬花夢音大島菜乃 佐藤由香

加藤由香恵 菊池幸世 藤井悠美 吉村涼子

吉田英子伊藤由香 上田信子

榊原鉄平（係長）

濱島千尋（指導係長） 井島直亮（経営指導員）竹内圭志（所長） 中満信宏（指導係長） 中村稔晴（参与）

岩橋仁美

伊藤七海（補助員）
　

大岩咲紀 川口恭子

TEA & COFFEE

中小企業相談所

福祉共済課業務課
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疲労回復

安眠対策

アンチ
エイジング

内臓機能
改善

ホルモン
バランス
改善

薄毛予防

肌質改善

二日酔い
解消

カプセルサロン リトルトリート

〒475-0828 半田市瑞穂町5-2-3
TEL /0569-84-9133
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榊原顕太郎法律事務所
Sakakibara Law Office

半田市昭和町一丁目35番地  半田名鉄南館ビル3階

営業時間 平日／午前９時から午後５時30分　※休日・夜間のご相談予約も承ります　（平日営業時間内にご予約下さい）
TEL：0569-84-1784　FAX：0569-84-1785　　MAIL：sakakibara@sakaki-law.jp

弁護士・中小企業診断士
榊原顕太郎

洗練されたリーガルサービスを発信する

お知らせ一覧

INFORMATION

法人のお客様  個人のお客様

HOME

事務所概要

取扱業務

法人向け業務

経営の分かる顧問弁護士・
セカンド顧問

不動産（弁護士!宅建士）

個人向け業務

交通事故

円満な相続・遺言

債務整理（任意整理・破
産・個人再生）

離婚（親権、養育費、財産
分与、慰謝料など）

無料法律相談・人生相談

弁護士紹介

ブログ

榊原顕太郎法律事務所
〒475-0922　愛知県半田市昭和町１丁目３５番地 半田名鉄南館ビル３階 ０５６９-８４-１７８４

文化薫る街半田から､洗練されたリーガルサービスを発信する
当事務所は、地域に開かれた存在であるとともに､

常に先端のリーガルサービスを提供し続けることをポリシーとし、日々研鑽を続けています。

2022.5.2

ブログ「【診断士】無事、登録の
更新ができました！」をアップし
ました。

2022.4.18

ブログ「【はんだ】やっぱりお祭
り　～下半田祭礼～」をアップし
ました。

2022.4.9

ブログ「【はんだ】半田高校、中
高一貫化！？」をアップしまし
た。

2022.4.9

司法修習生が配属されました
2022.4.3

事務所設立14周年
2022.3.26

ブログ「【債務整理】昔の業者か
ら請求が来たらどう対応すべき
か？」をアップしました！

免責事項 プライバシーポリシー 相談予約・お問い合わせ Copyright ©  榊原顕太郎法律事務所!
Instagram

当事務所の特長

個人、法人問わず、当地域のみなさまの悩みごと、心

配ごとを解決できる存在でありたいと考えています。

中小企業法務から､交通事故、相続､離婚､債務整理な

どの民事・家事事件､刑事事件に至るまで､弁護士業務

の幅広い分野に対応しています。また各分野に対応方

針を策定し、お客さまの弁護士選びの一助となるよう

心がけています。

当事務所の強み

知多地域で唯一､中小企業診断士の登録をした弁護士

であり、法人のみなさまに経営理論を踏まえたアドバ

イスが可能です｡また、特に交通事故の分野において

取扱実績が多く（交渉、訴訟案件で1000件以上）､他

の法律事務所に比べて豊富な経験と実績があります｡

他に特徴的な分野として、寺院、接骨院、福祉団体の

業務を得意としています。

夜間・休日対応、良好なアクセス

夜間や休日のご相談も承ります。名鉄知多半田駅前の

事務所で、専用の無料駐車場も併設、どの地域にお住

まいの方でも非常にアクセスが良好です。ビル内には

エレベーターもあり、車椅子で相談室にそのままお入

りいただけます。また相談室は個室となっております

ので、お子さま連れでのご来所も可能です。

お電話でのお問い合わせ

0569-84-1784 メールフォーム

HOME 事務所概要 取扱業務 無料法律相談・人生相談 弁護士紹介 ブログ
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まずはご相談ください

地域に開かれた存在であるとともに、
常に先端のリーガルサービスを提供し続けることをポリシーとし、日々研鑽を続けています。
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